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No.8測線（北陸電力スパーカー）

○笹波沖断層帯（西部）と羽咋沖東撓曲間の地質構造の連続性を検討するため，両断層間の浅部の海上音波探査記録（スパーカー）を確認した。
○No.8測線には，笹波沖断層帯（西部）に対応する西落ちの変位・変形，羽咋沖東撓曲に対応する東落ちの変位・変形が認められるが，笹波沖断層帯（西部）～羽咋沖東撓曲間に断層等は認め
られず，両断層は連続しない。

○No.9測線には，羽咋沖東撓曲に対応する東落ちの変位・変形が認められるが，笹波沖断層帯（西部）に対応する南東傾斜の断層等を示唆するような変位・変形は認められない。

141

No.9測線（北陸電力スパーカー）

断層

右図記録範囲

推定区間

断層位置

傾斜方向

【笹波沖断層帯（西部）と羽咋沖東撓曲間の音波探査記録】

［２］「笹波沖断層帯（全長）と羽咋沖東撓曲」の連動評価

推定区間：音波探査解析による当社評価区間
を越えて，文献が図示している区間

コメントNo.91の回答

枠囲みの内容は機密事項に
属しますので公開できません。



【笹波沖断層帯（西部）周辺の音波探査記録（1/3）】

［２］「笹波沖断層帯（全長）と羽咋沖東撓曲」の連動評価

○笹波沖断層帯（西部）付近の音波探査記録を確認した結果，N-9W測線の7：09付近にNo.8測線で確認された変形構造（次頁）と連続する可能性のある西落ちの構造が認められる。
○また，羽咋沖東撓曲の延長部である7：52付近には，海士岬沖断層帯に対応する西落ちの変形が認められるが，羽咋沖東撓曲を示唆するような東翼が急傾斜で幅が狭く，西翼が緩傾斜で幅が
広い非対称な褶曲は認められない。

（参考）笹波沖断層帯（西部）の上盤側（東側）の羽咋沖東撓曲延長付近（N-9W測線：測点7：15～8：00付近）のいずれの地層にも，笹波沖断層帯（西部）がバックスラストとなるような逆傾斜の断層等を示唆する変位，変形は認められない。
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・この図面は，地質調査所（現産業技術総合研究所）の海上音波
探査の記録を当社が独自に解析・作成したものである。

傾斜方向

推定区間：音波探査解析による当社評価区間
を越えて，文献が図示している区間

コメントNo.91の回答

枠囲みの内容は機密事項に
属しますので公開できません。
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【笹波沖断層帯（西部）周辺の音波探査記録（2/3）】

［２］「笹波沖断層帯（全長）と羽咋沖東撓曲」の連動評価

○笹波沖断層帯（西部）の音波探査記録No.6測線及びNo.7測線において，いずれもB1層以上に西落ちの変形が認められる。本撓曲は西翼が急傾斜，東翼が緩傾斜の非対称な褶曲であり，東傾
斜の逆断層が伏在することが推定される。

〇また，羽咋沖東撓曲の延長部であるNo.7測線の測点5付近には，海士岬沖断層帯に対応する西落ちの変形が認められるが，羽咋沖東撓曲を示唆するような東翼が急傾斜で幅が狭く，西翼が
緩傾斜で幅が広い非対称な褶曲は認められない。

（参考）笹波沖断層帯（西部）の上盤側（東側）の羽咋沖東撓曲延長付近（No.7-1測線：測点2～24付近，No.7-2測線：測点2～10付近）のいずれの地層にも，笹波沖断層帯（西部）がバックスラストとなるような逆傾斜の断層等を示唆する
変位，変形は認められない。
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コメントNo.91の回答

枠囲みの内容は機密事項に
属しますので公開できません。



【笹波沖断層帯（西部）周辺の音波探査記録（3/3）】

［２］「笹波沖断層帯（全長）と羽咋沖東撓曲」の連動評価

○笹波沖断層帯（西部）付近の音波探査記録を確認した結果，N-119測線においてQ層以上に西落ちの変位，変形が認められる。
○N-10W測線において認められる撓曲は西翼が急傾斜，東翼が緩傾斜の非対称な褶曲であり，南東傾斜の逆断層が伏在することが推定される。
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N-119測線
（地質調査所エアガン）

N-10W測線
（地質調査所エアガン）

・この図面は，地質調査所（現産業技術総合研究
所）の海上音波探査の記録を当社が独自に解
析・作成したものである。
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を越えて，文献が図示している区間

コメントNo.91の回答

枠囲みの内容は機密事項に
属しますので公開できません。



【羽咋沖東撓曲周辺の音波探査記録（1/4）】

（参考）羽咋沖東撓曲の上盤側（西側）の笹波沖断層帯（西部）延長付近（N-8W測線：測点19：35～19：55付近）のいずれの地層にも，羽咋沖東撓曲がバックスラストとなるような逆傾斜の断層等を示唆する変位，変形は認められない。
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右図記録範囲

凡 例

断層位置
推定区間

○羽咋沖東撓曲付近の音波探査記録N-8W測線の19：34付近においてQ層に東落ちの変形が認められる。本構造は東翼が急傾斜で幅が狭く，西翼が緩傾斜で幅が広い非対称な褶曲であり，西
傾斜の逆断層が伏在することが推定される。

○N-8W測線の19：50付近には羽咋沖東撓曲の後翼部分（後翼の傾斜変換点）が認められる。

傾斜方向

N-8W測線（地質調査所エアガン）

・この図面は，地質調査所（現
産業技術総合研究所）の
海上音波探査の記録を当
社が独自に解析・作成した
ものである

推定区間：音波探査解析による当社評価区間
を越えて，文献が図示している区間

［２］「笹波沖断層帯（全長）と羽咋沖東撓曲」の連動評価
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コメントNo.91の回答

枠囲みの内容は機密事項に
属しますので公開できません。



約1km

E→
0m

100m

200m

150m

300m

50m

250m

400m

350m

Ａ

C1

B3

B2

B1

D1

No.10-2No.10-1

羽咋沖西撓曲
←W

D1

C2

2520

羽咋沖東撓曲

C1

B3

B2

B1

C2

1510

小断層群密集域

【羽咋沖東撓曲周辺の音波探査記録（2/4）】
○羽咋沖東撓曲付近の音波探査記録No.10-2測線の測点6付近においてB1層以上に東落ちの変形，N-7W測線の4：51付近においてQ層に東落ちの変形が認められる。本撓曲は東翼が急傾斜で
幅が狭く，西翼が緩傾斜で幅が広い非対称な褶曲であり，西傾斜の逆断層が伏在することが推定される。

（参考）羽咋沖東撓曲の上盤側（西側）の笹波沖断層帯（西部）延長付近（No.10-1測線：測点6～40付近， No.10-2測線：測点3～6付近）のいずれの地層にも，羽咋沖東撓曲がバックスラストとなるような逆傾斜の断層等を示唆す
る変位，変形は認められない。
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・この図面は，地質調査所（現
産業技術総合研究所）の
海上音波探査の記録を当
社が独自に解析・作成した
ものである

推定区間：音波探査解析による当社評価区間
を越えて，文献が図示している区間

［２］「笹波沖断層帯（全長）と羽咋沖東撓曲」の連動評価
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コメントNo.91の回答

約1km

枠囲みの内容は機密事項に
属しますので公開できません。



【羽咋沖東撓曲周辺の音波探査記録（3/4）】
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○羽咋沖東撓曲付近の音波探査記録No.11-2測線の測点5.5付近において，B1層以上に東落ちの変形が認められる。本撓曲は東翼が急傾斜で幅が狭く，西翼が緩傾斜で幅が広い非対称な褶曲
であり，西傾斜の逆断層が伏在することが推定される。

No.11測線（北陸電力スパーカー）
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推定区間：音波探査解析による当社評価区間
を越えて，文献が図示している区間

［２］「笹波沖断層帯（全長）と羽咋沖東撓曲」の連動評価

コメントNo.91の回答

枠囲みの内容は機密事項に
属しますので公開できません。



【羽咋沖東撓曲周辺の音波探査記録（4/4）】
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N-6W測線（地質調査所エアガン）

・この図面は，地質調査所（現
産業技術総合研究所）の
海上音波探査の記録を当
社が独自に解析・作成した
ものである。
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傾斜方向

○羽咋沖東撓曲付近の音波探査記録を確認した結果，N-6W測線（3：28付近）及びN-5W測線（9：32付近）においてQ層に東落ちの変形が認められる。本撓曲は東翼が急傾斜で幅が狭く，西翼が
緩傾斜で幅が広い非対称な褶曲であり，西傾斜の逆断層が伏在することが推定される。

推定区間：音波探査解析による当社評価区間
を越えて，文献が図示している区間

［２］「笹波沖断層帯（全長）と羽咋沖東撓曲」の連動評価

コメントNo.91の回答

枠囲みの内容は機密事項に
属しますので公開できません。



【笹波沖断層帯（西部），羽咋沖東撓曲周辺の浅部記録（スパーカー） （1/2）】
○No.104-1測線においてはD層の隆起や断層，撓曲が複数認められる一方で，No.104-2測線は第四系が厚く分布し断層や撓曲を示唆するような構造は認められない
（下図，次頁）。
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［２］「笹波沖断層帯（全長）と羽咋沖東撓曲」の連動評価
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海士岬沖断層帯の
推定区間

傾斜方向

推定区間：音波探査解析による当社評価区間
を越えて，文献が図示している区間
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【笹波沖断層帯（西部），羽咋沖東撓曲周辺の浅部記録（スパーカー） （2/2）】
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［２］「笹波沖断層帯（全長）と羽咋沖東撓曲」の連動評価

右図記録範囲

凡 例

断層位置
推定区間

傾斜方向

推定区間：音波探査解析による当社評価区間
を越えて，文献が図示している区間

コメントNo.91の回答
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○笹波沖断層帯（西部）と羽咋沖東撓曲の深部構造を比較するため，断層周辺の重力異常分布を比較した。
○重力異常の等重力線に対して，羽咋沖東撓曲の走向はほぼ一致しているが，笹波沖断層帯（西部）の走向はほぼ直交しており，同時活動の可能性について明確に
判断できない。

ブーゲー異常図（左図：測定点なし，右図：測定点あり） 水平一次微分図

・ブーゲー異常図は，対象とする断層の規模，調査密度を考慮し，平面トレンド成分の除去及び遮断波長
4kmのローパスフィルター処理を行っている。

・水平一次微分図は，左のフィルター処理後のブーゲー異常図を基に作成した。

・上図は，陸域は本多ほか(2012)，国土
地理院(2006)，The Gravity Research
Group in Southwest Japan (2001)，
Yamamoto et al. (2011)，Hiramatsu et
al. (2019)，澤田ほか（2021），海域は
産業技術総合研究所地質調査総合
センター(2013)，石田ほか（2018）を用
いて，金沢大学・当社が作成した。

仮定密度：2,300kg/m3 コンター間隔：1mGal

鉛直一次微分値が0mGal/kmの等値線

●：測定点

羽咋沖東撓曲

笹波沖断層帯（西部）

志賀原子力発電所

推定区間

断層位置

［２］「笹波沖断層帯（全長）と羽咋沖東撓曲」の連動評価

（3） 笹波沖断層帯（全長）と羽咋沖東撓曲の同時活動の可能性の検討 －重力異常分布－

傾斜方向
推定区間：音波探査解析による当社評価区間を

越えて，文献が図示している区間

コメントNo.91の回答
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○笹波沖断層帯（西部）と羽咋沖東撓曲の後期更新世以降の活動の傾向を比較するため，B1層基底の変位量分布を確認した。
○笹波沖断層帯（西部）のB1層基底の変位量は，断層の中央付近が大きく，端部に向かって小さくなる。
○羽咋沖東撓曲のB1層基底の変位量は，断層の中央付近が大きく，端部付近で小さくなる。
○以上のことから，笹波沖断層帯（西部）と羽咋沖東撓曲の端部付近でB1層基底の変位は認められず，両断層が少なくとも後期更新世以降に一連で活動した傾向は
認められない。

志賀原子力発電所
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152B1層基底の変位量分布図

笹波沖断層帯（東部） ※1羽咋沖東撓曲
笹波沖断層帯（西部） ※2

凡例
●：笹波沖断層帯（東部）
●：笹波沖断層帯（西部）
○：笹波沖断層帯（西部） 合算前
■：羽咋沖東撓曲

・同じ位置で複数の測線で断層が認められる場合は，
より解像度が高い測線もしくは走向に直交する測線
の変位量を算出した。

断層端点
←S N→

推定区間

断層位置

※1：笹波沖断層帯（東部）の分岐断層周辺にはB1層が
分布しないことから，分岐断層の変位量は示していな
い。

※2：笹波沖断層帯（西部）の分岐する撓曲区間につい
ては，同一測線で複数の構造が認められた測線を対
象とし，合算値で算出した。

※3：局所的な変形構造

K19

［２］「笹波沖断層帯（全長）と羽咋沖東撓曲」の連動評価

（3） 笹波沖断層帯（全長）と羽咋沖東撓曲の同時活動の可能性の検討 －B1層基底の変位量分布－
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越えて，文献が図示している区間
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2007年
能登半島地震
（M6.9）

1993年
能登半島沖の地震

（M6.6）

1729年
能登・佐渡の地震
（M6.6～7.0）

Hamada et al. （2016）に
基づく断層モデル 令和6年能登半島地震

（M7.6）

能登半島周辺の過去の地震

佐藤ほか（2007a）
に基づく震源断層
の範囲

・佐藤ほか（2007a）は，2007年能登半島地震
は，笹波沖断層帯（東部）に対応する断層に
よるものとしている。

・Hamada et al.（2016）は，下記のデータに基づき，
1729年能登・佐渡の地震は輪島沖セグメントに
よるものとしている。
・離水した潮間帯生物遺骸化石の年代に基づく沿
岸隆起の時期は，西暦1600～1800年である。
・この沿岸隆起を再現する輪島沖セグメントの断
層モデルの規模と変位量から，気象庁マグニ
チュード M6.9の地震規模が想定される。

・1993年能登半島沖の地震と珠洲沖セグメン
ト，禄剛セグメントとの関連性については判
断できない。

・令和6年能登半島地震では，門前断層帯門前沖
区間の東部（笹波沖断層帯（東部）に対応）～能
登半島北岸断層帯（猿山沖セグメント，輪島沖セ
グメント，珠洲沖セグメント及び禄剛セグメントに
対応）～富山トラフ西縁断層（NT2・NT3に対応）
の南西部にまたがる範囲で発生した（地震調査
委員会（2024b，c））。

地震調査委員会（2025a）の海域活断層

当社が評価した断層位置
推定区間

地震調査委員会（2024c）
（気象庁作成）に基づく震
央の分布範囲

2024年
石川県西方沖の
地震（M6.6）

地震調査委員会（2024e）
（気象庁作成）に基づく震
央の分布範囲

・平松ほか（2025）は，石川県西方沖の地震
（M6.6）は，羽咋沖西撓曲に対応する断層
によるものとしている。

［２］「笹波沖断層帯（全長）と羽咋沖東撓曲」の連動評価

（3） 笹波沖断層帯（全長）と羽咋沖東撓曲の同時活動の可能性の検討 －地震活動－

志賀原子力発電所

羽
咋
沖
東
撓
曲

推定区間：音波探査解析による当社評価区間を
越えて，文献が図示している区間
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○能登半島北部周辺で過去に発生した地震活動について，文献調査の結果，笹波沖断層帯（西部）は，2007年能登半島地震で北東側に一部地震活動が認められるが，羽咋沖東撓曲は，この地震では活動して
いない（下図，次頁）。

○令和6年能登半島地震（M7.6）の震源断層は，笹波沖断層帯（東部）～能登半島北部沿岸域断層帯～NT2・NT3の南西部にまたがる範囲で発生したとされており，笹波沖断層帯（全長）の一部は，令和6年能登半
島地震（M7.6）の震源断層であるが，羽咋沖東撓曲は，この地震では活動していない（下図，P.156）。

○石川県西方沖の地震（M6.6）の震源断層は，羽咋沖西撓曲であり，笹波沖断層帯（西部）と羽咋沖東撓曲は，いずれもこの地震では活動していない（下図，P.157）。
○石川県西方沖の地震（M6.6）については，2024年1月のM7.6の地震と空間的にも時間的にも不連続があり，M7.6の地震により地震の発生を促進させるような影響を受けた活断層があるとする知見も示されてい
ることから，M7.6の地震の震源断層との同時活動により発生したものではなく，M7.6の地震により誘発されて発生した地震※であると考えられる。一方，羽咋沖西撓曲付近には2024年1月下旬から断続的に地震
活動が認められ，また，地震調査委員会は両地震を2020年12月からの一連の活動の中で発生したとしていることから，両地震の震源断層が同時活動したとみなすこととした（下図，P.157）。

○笹波沖断層帯（全長）の一部は令和6年能登半島地震の震源断層であることに加え，羽咋沖東撓曲は令和6年能登半島地震及び石川県西方沖の地震の震源域と平面的に近接しておおむね延長部に位置する
断層である（P.158） 。

※：本震の後，地殻内の応力変化により，
離れた場所で引き起こされた地震。



○笹波沖断層帯（東部）を震源断層とする2007年能登半島地震の地震活動が笹波沖断層帯（西部），羽咋沖東撓曲に拡大しているか，地震発生
から約2ヵ月間の余震分布（Yamada et al.（2008））を用いて確認を行った。

○その結果，笹波沖断層帯（西部）の北東側に一部地震の発生が認められ，地震活動は南西方へ拡大している。
○一方，羽咋沖東撓曲付近には，地震活動の拡大は認められない。

154

余震分布図
（Yamada et al.（2008）に2007年能登半島地震の震源断層位置等を加筆）

推定区間

断層位置

【2007年能登半島地震（地震活動）】

［２］「笹波沖断層帯（全長）と羽咋沖東撓曲」の連動評価

羽
咋
沖
東
撓
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推定区間：音波探査解析による当社評価区間を
越えて，文献が図示している区間

コメントNo.91の回答
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○産業技術総合研究所（2024a，b）は，令和6年能登半島地震後に取得した高分解能音波探査・海底地形調査データと2007年から2008年にかけ
て取得した同等のデータを比較している。

○これによれば，笹波沖断層帯（西部）を横断する測線に隆起は認められない。

音波探査データ・海底地形調査データの比較結果
（産業技術総合研究所（2024b）に断層名等を加筆）

【令和6年能登半島地震（海上音波探査）】

［２］「笹波沖断層帯（全長）と羽咋沖東撓曲」の連動評価

コメントNo.91の回答
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震央分布図
（波形相関DD法により再決定した震源データ：2024年1月1日～1月10日、深さ0～40km、M≧2.0）

（地震調査委員会（2024c）（気象庁作成）に断層名等を加筆）

赤線：地震調査委員会（2024a）の活断層
星形：M5.0以上の震源

【令和6年能登半島地震（M7.6）（地震活動）】

○令和6年能登半島地震（M7.6）の地震活動が笹波沖断層帯（西部），羽咋沖東撓曲に拡大しているか確認を行った。
○地震調査委員会（2024b，c）は，令和6年能登半島地震の震源断層は，門前断層帯門前沖区間の東部（笹波沖断層帯（東部）に対応）から能登
半島北岸断層帯（能登半島北部沿岸域断層帯に対応）～富山トラフ西縁断層（NT2・NT3に対応）の南西部にまたがる範囲の150㎞程度の主とし
て南東傾斜の逆断層であるとしており，羽咋沖東断層（羽咋沖東撓曲に対応）を震源断層に含めていない。

○地震調査委員会（2024c）は，気象庁が作成した2024年1月1日～1月10日までの波形相関DD法により再決定した震源データを掲載している（下
図）。

○これによれば，令和6年能登半島地震（M7.6）の地震活動は，笹波沖断層帯（西部）と羽咋沖東撓曲のいずれにも認められない。なお，上記以外
の知見による令和6年能登半島地震の震源断層の活動区間については，P.183に整理した。

［２］「笹波沖断層帯（全長）と羽咋沖東撓曲」の連動評価

コメントNo.91の回答



【石川県西方沖の地震（2024年11月，M6.6）（地震活動）】

［２］「笹波沖断層帯（全長）と羽咋沖東撓曲」の連動評価

○平松ほか（2025）は 石川県西方沖の地震（M6.6）の震源域周辺で臨時地震観測を実施した結果，羽咋沖西断層（羽咋沖西撓曲に対応）へと連続するような震源分布を確認しており，当該地震
の震源断層は羽咋沖西断層であるとしている。

○地震調査委員会（2024e）の「「令和6年能登半島地震」の地震活動」によれば，11月26日に発生したM6.6の地震は，これまでの「令和6年能登半島地震」の地震活動の中で二番目に大きな規模
の地震であるとされ，地震調査委員会（2025b）は，2020年12月からの一連の活動の中で，2024年1月のM7.6の地震，2024年11月のM6.6の地震が発生したとしている。

○地震調査委員会（2024e）は，気象庁が作成した2024年1月1日～12月8日までの震央分布図を掲載しており（下図），これによれば，石川県西方沖の地震（M6.6）の地震活動（図中赤丸）は，羽咋
沖西撓曲付近に認められるが，笹波沖断層帯（西部）及び羽咋沖東撓曲付近には認められず，北東方に拡大していない。

○また，石川県西方沖の地震（M6.6）の地震活動は，2024年1月のM7.6の地震活動とは走向が異なり連続せず，約11ヵ月の時間差で発生しているが，羽咋沖西撓曲付近には2024年1月下旬から
断続的に地震活動が認められる（下図）。

○地震調査委員会（2025b）は，M7.6の地震活動により地震を促進させるような影響を受けた活断層があり，石川県西方沖の地震（M6.6）は，M7.6の地震の震源断層とは異なる断層が活動したも
のと考えられるとしている。

コメントNo.91の回答

水色：2024年1月1日～2024年8月31日の地震
青色：2024年9月1日～2024年11月25日の地震
赤色：2024年11月26日～2024年12月8日の地震

茶線：地震調査委員会（2024a）の活断層
緑線：当社の断層トレース

震央分布図（2024年1月1日～2024年12月8日，深さ0～30㎞，M≧2.0）
（地震調査委員会（2024e）（気象庁作成）を編集）

羽咋沖西撓曲

志賀原子力発電所

・羽咋沖西撓曲付近で，1月下旬から断続的に地震活動が認められる。
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○以上のことから，石川県西方沖の地震（M6.6）については，2024年1月のM7.6の地震とは空間的にも時間的にも不連続があり，M7.6の地震により地震の発生を促進させるような影響を受けた活
断層があるとする知見（地震調査委員会（2025b））も示されていることから，M7.6の地震の震源断層との同時活動により発生したものではなく，M7.6の地震により誘発されて発生した地震※1であ
ると考えられる。一方，羽咋沖西撓曲付近には2024年1月下旬から断続的に地震活動が認められ，また，地震調査委員会は両地震を2020年12月からの一連の活動の中で発生したとしているこ
とから，近接して分布する令和6年能登半島地震の震源断層である笹波沖断層帯（東部）と石川県西方沖の地震の震源断層である羽咋沖西撓曲は，断層の傾斜方向が異なり，断層面は地下
深部で離れていく関係にある（右上図）が，両地震の震源断層が同時活動したとみなす。

※1：本震の後，地殻内の応力変化により，
離れた場所で引き起こされた地震。

羽咋沖東撓曲

←NW SE→
標高 (km) 標高 (km)

笹波沖断層帯（東部）
（投影）

羽咋沖西撓曲
（投影）

0

-5

-10

-15

-5

-10

-15

0

-20 -20

58°58°

笹波沖断層帯（東部）

笹波沖断層帯（東部）と羽咋沖西撓曲の地下での形状（当社作成）

※2：偽傾斜を考慮し図示。真の傾斜は約60°。

：断層面（点線は投影） ※2

① ①’

・笹波沖断層帯（東部）と羽咋沖西撓曲は，
断層の傾斜方向が異なり，断層面は地下
深部で離れていく関係にある。

笹波沖断層帯（西部）

・石川県西方沖の地震（M6.6）の地震活動
（図中赤丸）は，笹波沖断層帯（西部）及び
羽咋沖東撓曲付近には認められない。



【能登半島周辺の地域特性】

［２］「笹波沖断層帯（全長）と羽咋沖東撓曲」の連動評価

158

コメントNo.91の回答

○令和6年能登半島地震（M7.6）の震源断層は，笹波沖断層帯（東部）～能登半島北部沿岸域断層帯～NT2・NT3の南西部にまたがる範囲で発生
したとされており（地震調査委員会（2024b，c），P.156），海士岬沖断層帯は当地震で北部がわずかに変位した可能性があるとされている（地震
調査委員会（2025a））。また，石川県西方沖の地震（M6.6）の震源断層は，羽咋沖西撓曲であるとされている（平松ほか（2025），P.157）。地震調
査委員会は，両地震を2020年12月からの一連の活動の中で発生したとしている（P.157）。

○令和6年能登半島地震では，震源域の北東部で，断層の傾斜方向が異なるが，並走区間の地下深部で近づく関係にある能登半島北部沿岸域
断層帯とNT2・NT3が同時活動した。また，令和6年能登半島地震の震源断層である笹波沖断層帯（東部）と石川県西方沖の地震の震源断層で
ある羽咋沖西撓曲は，断層の傾斜方向が異なり，断層面は地下深部で離れていく関係にあるが，一連の活動の中で活動している。このような地
震活動と断層の分布関係が，能登半島周辺の地域特性としてあげられる。

○笹波沖断層帯（全長）の一部は令和6年能登半島地震の震源断層であることに加え，羽咋沖東撓曲は令和6年能登半島地震及び石川県西方沖
の地震の震源域と平面的に近接しておおむね延長部に位置する断層である（下図） 。

震央分布図（2020年12月1日～2025年12月31日，深さ0～30km，M≧3.0）

能登半島北部沿岸域断層帯

笹波沖断層帯（東部）

羽
咋
沖
東
撓
曲

羽
咋
沖
西
撓
曲

笹波沖断層帯（西部）

・能登半島北部沿岸域断層帯と
NT2・NT3は，令和6年能登半島
地震で同時活動した。

・笹波沖断層帯（東部）と羽咋沖西
撓曲は，令和6年能登半島地震と
石川県西方沖の地震として，2020
年12月からの一連の活動の中で
活動した。

黒丸：2020年12月1日～2025年12月31日の地震
（震源データは気象庁「地震月報(カタログ編)」または
防災科学技術研究所「Hi-net検測値データ」に基づく）

当社が後期更新世以降の活動が
否定できないと評価した断層

令和6年能登半島地震

石川県西方沖の地震

海士岬沖断層帯

志賀原子力
発電所



［２］「笹波沖断層帯（全長）と羽咋沖東撓曲」の連動評価

（4） 同時活動する可能性のある断層の関連性の検討
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○笹波（全長）－能登北岸－NT2・NT3断層帯と羽咋沖東撓曲は，同時活動する可能性があると評価したことから，同時活動する可能性のある断層の関連性の検討を
行った。

○地表での断層位置・形状を確認した結果，両断層は断層トレースが並走する区間があるものの一部である。

○断層形状・位置関係を確認した結果，笹波（全長）－能登北岸－NT2・NT3断層帯と羽咋沖東撓曲は，並走する区間があるものの一部であり，両断層がともに震源
断層として活動する（主断層－主断層の関係）と判断し，両断層の連動を考慮する。

○両断層の連動を考慮した結果，「羽咋東－笹波（全長）－能登北岸－NT2・NT3断層帯」として，走向がN-S～NE-SW方向，西傾斜（約60°），南東傾斜（約40～
60°）及び北西傾斜（約45～50°）の逆断層と評価した。

○断層長さは， NT2・NT3の北東端から羽咋沖東撓曲の南端までの約190km（239.1km）※区間を評価した。

志賀原子力
発電所

位置図

断層端点

推定区間

断層位置

：傾斜方向

※：括弧内の長さは，羽咋沖東撓曲の長さ（33.6km），笹波沖断層帯（全長）の長さ（45.5km），能登半島北部沿岸域断層帯の長さ（96km） 及びNT2・NT3の長さ（64km）を足し合わせた値を記載している。

推定区間：音波探査解析による当社評価区間を
越えて，文献が図示している区間

コメントNo.91の回答

0 20km

枠囲みの内容は機密事項に
属しますので公開できません。



［２］「笹波沖断層帯（全長）と羽咋沖東撓曲」の連動評価

（5） 笹波沖断層帯（全長）と羽咋沖東撓曲の連動の検討結果の整理

検討項目

検討結果

羽咋沖東撓曲 断層間の状況
笹波沖断層帯（全長）

断層間の状況
能登半島北部沿岸域断層帯

断層間の状況 NT2・NT3
笹波沖断層帯（西部） 笹波沖断層帯（東部）

猿山沖
セグメント

輪島沖
セグメント

珠洲沖
セグメント

禄剛
セグメント

地

形

及

び

地

質

構

造

文
献
調
査

産総研
岡村（2002）
岡村（2007a）
岡村（2007b）
井上・岡村（2010）

（P.132）

・かつてのハーフグラーベンが隆起した
盆地反転構造（岡村，2007a）。

・断層面の傾斜が逆であることから，連
続した構造ではないと判断している
（岡村，2007a）。

・中新統褶曲帯の北縁部に沿って発達
する南東傾斜の逆断層からなり，中新
世の逆断層が再活動することによって
形成された可能性が高い（井上・岡村，
2010）。

・両断層間の連動については，言及して
いない。

・中新統褶曲帯の北縁部に沿って発達
する南東傾斜の逆断層からなり，中新
世の逆断層が再活動することによって
形成された可能性が高い（井上・岡村，
2010）。

・両断層間の連動については，言及して
いない。

・能登半島北方沖の断層・背斜構造の
大部分は，後期中新世に成長したと
考えられるが，一部の断層・褶曲構造
はその後も活動している（岡村，2002）。

国交省ほか（2014）
（P.130）

・両断層をグルーピングしていない。 ・海底断層トレースを図示している。 ・両断層をグルーピングしていない。 ・両断層をグルーピングしていない。

文科省ほか
（2015，2016）

（P.130）

・両断層の連動は考慮していない。 ・両断層の連動は考慮していない。 ・両断層の連動は考慮していない。

地震調査委員会
（2024b,c,2025a）（P.131）

・1つの断層帯として評価していない。
・1つの断層帯として評価していない。 ・1つの断層帯として評価していない。

地
球
物
理
学
的
調
査

海
上
音
波
探
査
（P

. 

１
３
５
）

走向 N-S ・端部付近の走向差ほぼなし。 NE-SW～ENE-WSW
・走向差：約10°
（端部付近）約60°※1 ENE-WSW ・端部付近の走向差ほぼなし。 NE-SW

傾斜
西

（約60°）

・両断層の隆起側が異なる。
・両断層の断層面の傾斜方向が異なり，
並走区間（約6km）で断層面が地下深
部で近づく関係にある。

南東
（約60°）

・傾斜方向は同じ。
（端部付近）傾斜方向は異なり，並走区
間で断層面が地下深部で近づく関係
にある。

南東
（約40～50°）

・両断層の隆起側が異なる。
・両断層の断層面の傾斜方向が異なり，
並走区間（約11km）で断層面が地下
深部で近づく関係にある。

北西
（約45～50°）

[

地
質
構
造
の
連
続
性]

断層

活動性・
分布

・撓曲からなり，B1層以下に変形が認め
られる。
・羽咋沖盆地内に分布し，C層及びB層
が厚く堆積する。

・両断層の境界付近を境に南北で地質
構造，D層の分布状況が大きく異なる
が，笹波沖断層帯（西部）の南西端付
近は南部海域に分布する。
・両断層は直線状に連続せず，一部並
走区間を伴って分布する。
離隔距離：約12km

・断層及び撓曲からなり，A層以下に変
位，変形が認められる。
・笹波沖隆起帯，笹波沖小隆起帯の北
縁～北西縁に沿って分布する。

・両断層は，直線状に連続しないが，一
部並走区間を伴って近接して分布する。
離隔距離：約2km
（直線的な区間は約7.5kmの離隔でステップ）

・断層及び撓曲からなり，A層以下に変
位，変形が認められる。
・短い断層及び撓曲が雁行状に分布し，
南西端付近でNNE-SSW方向に屈曲
する。

・両断層は，直線状に連続しないが，一
部並走区間を伴って分布する。

離隔距離：約16km

・断層からなり，Q層以下に変位，変形
が認められる。
・大陸斜面基部に分布する。

上盤側の
背斜構造
（文献調査)

(P.134)

・断層の上盤側に背斜構造を図示して
いる（岡村，2007a）。

・両断層間に連続する背斜構造は認め
られない。

・断層の上盤側に背斜構造を図示し，
その西方に向斜構造を図示している
（井上ほか，2010）。

・両断層間に連続する背斜構造は認め
られない。

・断層の上盤側に背斜構造を図示して
いる（尾崎ほか，2019）。

・両断層間に連続する背斜構造は認め
られない。

・断層の上盤側に背斜構造を図示して
いる（岡村，2002）。

重力探査
[重力異常分布]

（P.151）
・等重力線に沿って分布する。

・端部付近に重力異常との明確な対応が
認められず，両断層間の構造の有無に
ついて判断できない。

・東部は等重力線に沿って分布し，上盤
側に高重力域，下盤側に低重力域が
分布するが，西部は等重力線に直交
し，重力異常との対応は認められない。

・猿山沖セグメントの南方（上盤側）の高
重力域は笹波沖断層帯（東部）の北方
（下盤側）に連続しており，両セグメント
間に連続する構造は認められない。

・等重力線に沿って分布し，上盤側に高
重力域，下盤側に低重力域が分布す
る。

・端部付近に重力異常との明確な対応
が認められず，両断層間の構造の有
無について判断できない。

・対応する重力異常急変部は認められ
ない。

B1層基底の
変位量分布

（P.152）

・中央付近が大きく，端部に向かって小
さくなる。

・両断層の変位量は端部に向かって小
さくなり，端部付近で変位は認められ
ない。

・セグメント毎に中央付近が大きく，端
部に向かって小さくなるが，セグメント
の端部付近でも変位が認められる。

・両セグメントの変位量は端部に向かっ
て小さくなり，端部付近で変位は認め
られない。

・セグメント毎に中央付近が大きく，端
部に向かって小さくなる。
・セグメントの境界は一部並走する。

不明
セグメント周辺にはB1層が区分できる
測線（スパーカー，ブーマー等）がない。

断

層

の

活

動

履

歴

[

変
位
量
・地
震
活
動]

過
去
の
地
震
と
の
対
応

2007年能登半島地震
（M6.9） （P.153）

・地震活動は，笹波沖断層帯（西部）の
南西方に拡大していない。

・地震活動は，笹波沖断層帯（東部）の
北東方に拡大していない。

令和6年能登半島地震
（M7.6）※2 （P.153）

石川県西方沖の地震
（M6.6）※2 （P.153）

評価結果

・笹波沖断層帯（全長）と羽咋沖東撓曲について，両断層の連動を考慮した文献はない。
・当社の連動の検討の結果から，両断層は，一部並走区間を伴って分布し，断層の傾斜方向が異なるが，
地下深部で近づく関係にある。笹波沖断層帯（全長）の一部が令和6年能登半島地震の震源断層であるこ
とに加え，羽咋沖東撓曲が令和6年能登半島地震及び石川県西方沖の地震の震源域と平面的に近接し
ておおむね延長部に位置する断層であることから，両断層の傾斜方向が異なるが，地下深部で近づく関
係にあることについては，能登半島周辺の地域特性を踏まえ，安全側に判断し，同時活動しない可能性を
示唆するデータとして重視しないこととする。このことから，総合的に評価し，連動を考慮する。

・地震調査委員会（2024c）は，笹波沖断層帯（東部）と能登半島北部沿岸域断層
帯について，令和6年能登半島地震の震源断層として，同時活動したとしている。
・また，当社の同時活動の可能性の検討の結果からも，一部並走区間を伴って近
接して分布し，地下深部で近づく関係にあるなど，同時活動する可能性を示唆
するデータが多数存在することから，総合的に評価し，連動を考慮する。

・地震調査委員会（2024c）は，能登半島北部沿岸域断層帯とNT2・NT3について，令和6年能登半島地
震の震源断層として，同時活動したとしている。
・また，当社の同時活動の可能性の検討の結果からも，一部並走区間を伴って，並走区間で断層面が
地下深部で近づく関係にあるなど，同時活動する可能性を示唆するデータが多数存在することから，
総合的に評価し，連動を考慮する。
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○笹波沖断層帯（全長）と羽咋沖東撓曲については，連動の検討の結果，連動を考慮すると評価した。
○笹波沖断層帯（全長）については，隣接する断層との連動の検討の結果，笹波（全長）－能登北岸—NT2・NT3断層帯の連動を考慮している。
○ここでは，羽咋沖東撓曲，笹波沖断層帯（全長），能登半島北部沿岸域断層帯及びNT2・NT3を対象に，連動評価に関連する下表の検討項目について，取得データ及びこれまでの評価内容を整理した。
○その結果，笹波沖断層帯（全長）と羽咋沖東撓曲間については，その他の連動を考慮したケースと異なり，同時活動しない可能性を示唆するデータが多数存在するが，能登半島周辺の地域特性を踏まえ，笹波沖
断層帯（東部）～能登半島北部沿岸域断層帯～NT2・NT3と同様に連動を考慮することとした。

門前断層帯 能登半島北岸断層帯 富山トラフ西縁断層

NT8NT10

門前沖セグメント

・両断層間の連動性を否定する
ものではないと記載している。

NT6 NT5 NT4

・NT4-NT5-NT6の連動を考慮している。

NT3 NT2

・NT2-NT3の連動を考慮している。

F43 F42

猿山沖
セグメント

輪島沖
セグメント

珠洲沖
セグメント

※1：地震調査委員会による起震断層の設定の事例において，断層帯同士で（接合部付近の）走向が異なる場合は，別の起震断層と評価していることを踏まえ，走向が異なる（図読45°以
上）場合は，同時活動しない可能性を示唆するデータと判断した（第1382回審査会合 資料3-1 P.41）。

※2：地震調査委員会が令和6年能登半島地震（M7.6）と石川県西方沖の地震（M6.6）を2020年12月からの一連の活動の中で発生したとしていることから，両地震の震源断層が同時活動し
たとみなすこととし，それぞれの震源断層（羽咋沖西撓曲，笹波（全長）－能登北岸－NT2・NT3断層帯）が同時活動する可能性を示唆するデータであると判断した。

震源断層
南西方に
地震が拡大

震源断層（笹波沖断層帯（東部），能登半島北部沿岸域断層帯，NT2・NT3の南西部に対応する断層にまたがる範囲）

令和6年能登半島地震の震源断層と評価（笹波沖断層帯（東部），能登半島北部沿岸域断層帯，NT2・NT3の南西部に対応する断層にまたがる範囲）

第四紀ひずみ集中帯

：データがない箇所
赤字：同時活動する可能性を示唆する

青字：同時活動しない可能性を示唆する ：文献で示されている範囲
（破線は文献から当社が解釈したもの）

太字下線部：同時活動の可能性の評価にあたり重視した観点

コメントNo.91の回答

羽咋沖東断層

KZ1

F46
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【笹波沖断層帯（全長），羽咋沖東撓曲及び隣接する断層の連動の検討結果（位置図）】

位置図

志賀原子力発電所

能登半島北部沿岸域断層帯とNT2・NT3
【主な検討結果】
・地震調査委員会（2024b,c）は，能登半島北
部沿岸域断層帯とNT2・NT3について，令和
6年能登半島地震の震源断層として，同時
活動したとしている。
・両断層の隆起側が異なる。
・両断層の端部付近の走向差はほぼない。
・両断層の断層面の傾斜方向が異なり，並走
区間（約11km）で断層面が地下深部で近づ
く関係にある。
・両断層は一部並走区間を伴って分布する
（並走区間：約11km） （離隔距離：約16km） 。

⇒両断層の連動を考慮する。

断層端点

推定区間

断層位置

笹波沖断層帯（全長）と能登半島北部沿岸域断層帯
【主な検討結果】
・地震調査委員会（2024b,c）は，笹波沖断層帯（東
部）と能登半島北部沿岸域断層帯について，令和6
年能登半島地震の震源断層として，同時活動した
としている。
・両断層は，一部並走区間を伴って近接して分布し，
地下深部で近づく関係にある（離隔距離：約2km） 。

⇒両断層の連動を考慮する。

［２］「笹波沖断層帯（全長）と羽咋沖東撓曲」の連動評価

笹波沖断層帯（全長）と羽咋沖東撓曲
【主な検討結果】
・両断層の連動を考慮した文献はない。
・両断層の隆起側が異なる。
・両断層の端部付近の走向差はほぼない。
・両断層の断層面の傾斜方向が異なり，並走
区間（約6km）で断層面が地下深部で近づく
関係にある。
・両断層は一部並走区間を伴って分布する（並
走区間：約6km）（離隔距離：約12km）。
・両断層の境界付近を境に南北で地質構造及
びD層の分布状況が大きく異なるが，笹波沖
断層帯（西部）の南西端付近は南部海域に
分布する。
・笹波沖断層帯（全長）の一部が令和6年能登
半島地震の震源断層であることに加え，羽咋
沖東撓曲が令和6年能登半島地震及び石川
県西方沖の地震の震源域と平面的に近接し
ておおむね延長部に位置する断層であるこ
とから，上記の両断層の傾斜方向が異なる
が，地下深部で近づく関係にあることについ
ては，能登半島周辺の地域特性を踏まえ，
安全側に判断し，同時活動しない可能性を
示唆するデータとして重視しないこととする。

⇒両断層の連動を考慮する。

：傾斜方向

赤字：同時活動する可能性を示唆する
青字：同時活動しない可能性を示唆する

推定区間：音波探査解析による当社評価区間を
越えて，文献が図示している区間

太字下線部：同時活動の可能性の評価にあたり重視した観点

コメントNo.91の回答

枠囲みの内容は機密事項に
属しますので公開できません。



余白
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［３］ 能登半島北部沿岸域断層帯等の傾斜角の評価

（コメントNo.83）



［３］ 能登半島北部沿岸域断層帯等の傾斜角の評価

（1）能登半島北部沿岸域断層帯等の傾斜角に関する知見
コメントNo.83の回答

○傾斜角については，令和6年能登半島地震前の知見に加え，令和6年能登半島地震に関する知見も踏まえ総合的に評価を行った。令和6年能登半島地震後に公開された知見のうち，能
登半島北部沿岸域断層帯，笹波沖断層帯（全長）及び海士岬沖断層帯の傾斜角に関する知見として37件の確認を行い，それらを下表に整理した（2026年3月上旬時点，引き続き情報を
収集）。

○地震調査委員会の長期評価（地震調査委員会（2025a））は，傾斜角の評価について，深部構造が観察可能な反射断面が存在する場合は，それを参照することとしており，断層の深部形
状の検討にあたっては，地震活動など様々な地球物理学データを用いて深部形状を検討することが望まれるとしている。また，強震動予測手法（レシピ）（地震調査委員会（2020））では，
反射法地震探査結果など，断層の傾斜角を推定する資料がある場合にはそれを参照するとしている。

○これを踏まえ，傾斜角の評価にあたっては，上記37件の知見の傾斜角の設定根拠を確認したうえで，断層面の形状を直接的にイメージングできる，「反射法地震探査データ」や「断層面
に沿った震源分布の配列データ」を根拠としている知見を重視した（下表分類Ⓐ）。このうち，震源分布の配列データを根拠としている知見については，令和6年能登半島地震の震源域に
おいて，臨時地震観測が実施されているものを，より高精度な震源情報を用いている知見（下表赤字，次々頁）として重視した。一方，インバージョン解析等により，断層面の形状を間接
的に評価している知見については，解析に用いるデータの観測点の配置や初期設定の解析パラメータに大きく影響を受けること等から参考とした（下表分類Ⓑ）。

能登半島北部沿岸域断層帯等の傾斜角に関する知見（1/2）

No. 文献名 記載頁 知見の概要 傾斜角の設定根拠 分類 関連する断層

1 Fujii and Satake（2024） P.214 津波波形とGNSSデータによる震源インバージョン解析を実施。 既存の断層モデル(文科省ほか（2015)) Ⓑ 北，笹，海

2 Fukushima et al.（2024） P.196 GNSSデータ及びSAR解析データにより断層モデルを推定。
震源メカニズム解，定常観測点データによる震源再決定を基にGNSSデータ及びSAR解析データの
インバージョン解析により推定した断層モデル

Ⓑ 北，笹，海

3 二木ほか（2024） P.215 各研究機関の津波伝播解析結果を踏まえ，波源モデルを推定。 既存の断層モデル(国土地理院(2024a))を基に津波波形データに整合するよう設定した断層モデル Ⓑ 北

4 Guo et al.（2024） P.207 地震波のインバージョン解析により破壊過程を推定。 定常観測点データによる震源再決定を基に設定した断層モデル Ⓑ 北，海

5 国土地理院（2024a） P.199 GNSSデータ，SAR解析データを基に断層モデルを推定。 GNSSデータ，SAR解析データのインバージョン解析により推定した断層モデル Ⓑ 北

6 Kutschera et al.（2024） P.209 地震波によるインバージョン解析から求めた断層モデルを用いて，津波シミュレーションを実施。地震波のインバージョン解析により設定した断層モデル Ⓑ 北

7 Liu et al.（2024） P.211 地震波，GNSSデータ及びSAR解析データのインバージョン解析によりすべり分布を推定。 定常観測点データによる震源再決定を基に設定した断層モデル Ⓑ 北

8 Ma et al.（2024） P.201 GNSSデータ及びSAR解析データのインバージョン解析によりすべり分布を推定。
定常観測点データによる震源再決定，反射法地震探査，既存の断層モデル（文科省ほか（2015））を
基に設定した断層モデル

Ⓑ 北，海

9 Masuda et al.（2024） P.217 津波伝播解析により，既存の断層モデルの津波観測記録の再現性を比較。 既存の断層モデル（国交省ほか（2014）及び国土地理院（2024a）） Ⓑ 北

10 Okuwaki et al.（2024） P.212 地震波によるインバージョン解析により破壊過程を推定。 地震波のインバージョン解析により設定した断層モデル Ⓑ 北，笹

11 Takagi et al.（2024） P.218 津波伝播解析により，津波特性を把握。 既存の断層モデル（国土地理院（2024年1月15日版）） Ⓑ 北，海

12 Xu et al.（2024） P.188 地震波，GNSSデータ及びSAR解析データのインバージョン解析により震源過程を推定。 定常観測点データによる震源分布とCMT解を基に設定した断層モデル Ⓑ 北，海

13 Yamanaka et al.（2024） P.219 津波伝播解析による津波波形の再現を実施。 既存の断層モデル(国土地理院(2024a))を基に津波波形データに整合するよう設定した断層モデル Ⓑ 北

14 地震調査委員会（2025a）
P.170,

174,176
反射法地震探査を基に断層の位置，形状等を設定。

反射法地震探査（産総研，文科省ほか（2013），文科省ほか（2014，2016，2017，2021），エネルギー・
金属鉱物資源機構，文科省ほか（2020））

Ⓐ 北，笹，海

15 Adriano et al.(2025) P.220 津波伝播解析に基づき建物被害と津波浸水深の関係を調査。 既存の断層モデル（国土地理院(2024a)） Ⓑ 北

16 Ando et al.（2025） P.230 動的破壊シミュレーションにより，破壊過程等を推定。 既存の断層モデル(国交省ほか(2014))を基に動的破壊シミュレーションにより設定した断層モデル Ⓑ 北，笹

17 Chen et al.（2025） P.202 GNSSデータ及びSAR解析データのインバージョン解析によりすべり分布を推定。 GNSSデータ及びSAR解析データのインバージョン解析により設定した断層モデル Ⓑ 北，海

分類
Ⓐ：評価への反映にあたり重視した知見
Ⓑ：評価への反映にあたり参考とした知見

関連する断層
北：能登半島北部沿岸域断層帯
笹：笹波沖断層帯（全長）
海：海士岬沖断層帯 164続きは次頁



［３］ 能登半島北部沿岸域断層帯等の傾斜角の評価

コメントNo.83の回答

能登半島北部沿岸域断層帯等の傾斜角に関する知見（2/2）

No. 文献名 記載頁 知見の概要 傾斜角の設定根拠 分類 関連する断層

18 Chida et al.（2025） P.221 津波伝播解析による津波波形の再現を実施。 既存の断層モデル(国土地理院(2024a)) Ⓑ 北

19 Enomoto et al.（2025） P.231 動的破壊シミュレーションにより断層モデルを推定。 既存の断層モデル(Fukushima et al.(2024)) Ⓑ 北，笹，海

20 Futagi et al.(2025) P.222 現地調査による津波痕跡高と津波伝播解析結果を比較。 既存の断層モデル（二木ほか（2024）） Ⓑ 北

21 Honda et al.(2025) P.189 定常観測点の震源データのインバージョン解析により地震波の放射領域を推定。 既存の断層モデル（国交省ほか(2014)及び文科省ほか（2015）） Ⓑ 北

22 Huang et al.(2025) P.190
地震波，強震動，GNSSデータ及びSAR解析データのインバージョン解析によりすべり分布を推
定。

定常観測点データによる震源再決定から推定した断層モデル Ⓑ 北

23 Kobayashi et al.（2025） P.213 地震波，GNSSデータによるインバージョン解析により破壊過程を推定。 定常観測点データによる震源再決定を基に設定した断層モデル Ⓑ 北，海

24 蔵下ほか（2025） P.191 震源域西端付近における陸海統合臨時地震観測により，断層形状を把握。 定常観測点データ＋臨時地震観測による震源再決定 Ⓐ 海

25 Ma et al.(2025) P.203 GNSSデータ及びSAR解析データのインバージョン解析によりアフタースリップを推定。 既存の断層モデル（Ma et al.(2024)） Ⓑ 北，海

26 Masuda et al.(2025) P.223 津波波形と痕跡高のインバージョン解析によりすべり分布を推定。 既存の断層モデル(Fujii and Satake(2024)) Ⓑ 北，笹，海

27 Mizutani et al.(2025) P.224 津波波形，GNSSデータ及びSAR解析データインバージョン解析により傾斜角を評価。
既存の断層モデル(文科省ほか(2014))を基に津波波形，GNSSデータ及びSAR解析データのイン
バージョン解析により推定した断層モデル

Ⓑ 北，海

28 Mohanna et al.（2025） P.225
津波波形，GNSSデータ及びSAR解析データによるインバージョン解析により地震時変位を推
定。

既存の断層モデル（Ma et al.(2024)） Ⓑ 北，海

29 Nakao et al.（2025） P.204 GNSSデータ及びSAR解析データによるインバージョン解析により断層モデルを推定。 GNSSデータ及びSAR解析データのインバージョン解析により設定した断層モデル Ⓑ 北

30 Peng et al.（2025） P.192 定常観測点データによる震源再決定を行い，破壊過程を推定。 定常観測点データによる震源再決定から推定した断層モデル Ⓑ 北，笹

31 Sawaki et al.（2025） P.193 震源分布に対して，階層的クラスタリング手法を用いることで震源断層の形状を推定。 定常観測点データによる解析 Ⓑ 北

32 Shiina et al.（2025） P.194 震源再決定を行い，その位置の不確実性の定量化を実施。 定常観測点データによる震源再決定 Ⓑ 北，笹，海

33 Shinohara et al.（2025） P.195 能登半島北東沖における臨時地震観測により，断層形状を把握。 定常観測点データ＋臨時地震観測による震源再決定 Ⓐ 北

34 Umeda et al.(2025) P.226 数値解析により津波の伝播特性を調査。 既存の断層モデル(国土地理院(2024a)) Ⓑ 北

35 Yamada et al.（2025） P.205 GNSSデータ及びSAR解析データを再現する断層モデルの傾斜角を検証。
既存の断層モデル(文科省ほか(2014))を基にGNSSデータ及びSAR解析データのインバージョン解析
により推定した断層モデル

Ⓑ 北，海

36 Takahashi et al.（2026）
P.186,
187

能登半島北部における臨時地震観測により，断層形状を把握。 定常観測点データ＋臨時地震観測による震源再決定 Ⓐ 北，笹，海

37 Yamada and Ohta(2026) P.206 GNSSデータ及びSAR解析データのインバージョン解析によりすべり分布と相関長を推定。 既存の断層モデル(Yamada et al.(2025)) Ⓑ 北，海

関連する断層
北：能登半島北部沿岸域断層帯
笹：笹波沖断層帯（全長）
海：海士岬沖断層帯

165

分類
Ⓐ：評価への反映にあたり重視した知見
Ⓑ：評価への反映にあたり参考とした知見赤字：臨時地震観測を実施し，より高精度な震源情報を用いている知見



←NW SE→
能登半島北部沿岸域断層帯
（猿山沖セグメント）
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【令和6年能登半島地震後に実施された臨時地震観測に関する知見（1/2）】

海
士
岬
沖
断
層
帯

臨時地震観測位置

能登半島北部の臨時地震観測結果（Takahashi et al.（2026）に一部加筆）

能登半島北東沖の臨時地震観測結果（Shinohara et al.（2025）に一部加筆）

右図断面位置

右図断面位置

震源域南西部の臨時地震観測結果（蔵下ほか（2025）に一部加筆）

海士岬沖断層帯

←NW SE→

能登半島北部沿岸域断層帯

定常観測点

Shinohara et al.（2025）の臨時地震観測点

Takahashi et al.（2026）の臨時地震観測点

蔵下ほか（2025）の臨時地震観測点

当社が後期更新世以降の活動が
否定できないと評価した断層

右図断面位置

観測地震数：46,252回（M＜0を含む）
地震観測期間：2024年4月21日～2024年6月30日

観測地震数：1,472回（M≧1.5）
地震観測期間：2024年1月24日～2024年2月22日

観測地震数：200回（著者聞き取り）
地震観測期間（海域） ：2024年8月3日～2024年8月26日
地震観測期間（陸域） ：2024年8月1日～2024年9月18日

・各知見の観測期間と令和6年能登半島地震
の震源域における地震積算回数との関係
については次頁。
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【令和6年能登半島地震後に実施された臨時地震観測に関する知見（2/2）】

地震積算回数

：Shinohara et al.(2025)による地震観測期間（2024年1月24日～2024年2月22日）

：Takahashi et al.(2026)による地震観測期間（2024年4月21日～2024年6月30日）

：蔵下ほか(2025)による地震観測期間（海域） （2024年8月3日～2024年8月26日）

：蔵下ほか(2025)による地震観測期間（陸域） （2024年8月1日～2024年9月18日）

領域a内（左図青枠）のM-T図及び回数積算図（2024年1月1日～2025年12月31日，深さ0～30km，M≧3.0 ）
（地震調査委員会（2026）（気象庁作成資料）に臨時地震観測期間を加筆）

震央分布図（2020年12月1日～2025年12月31日，深さ0～30km，M≧3.0）
（地震調査委員会（2026）（気象庁作成資料））

地震積算回数

・各知見の地震観測期間と観測期間中の地震発生数
との関係を右図に示す。
・いずれの知見においても地震積算回数が増加して
いる期間中に観測を実施している。
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（2）能登半島北部沿岸域断層帯の傾斜角の評価
コメントNo.83の回答

○能登半島北部沿岸域断層帯の傾斜角に関する文献調査の結果を下表に整理した。
○文献調査の結果，令和6年能登半島地震前の知見（国交省ほか（2014）及び文科省ほか（2015））は，反射法地震探査の結果から傾斜角を評価しており，45°もしくは60°とし
ている（下表，次々頁）。

○令和6年能登半島地震後に公開された知見のうち，反射法地震探査の結果から傾斜角を評価している地震調査委員会（2025a）は，中角（45°）と評価している（下表，次々頁）。
○また，令和6年能登半島地震に関する知見のうち，臨時地震観測を行った震源位置精度の高い知見（Shinohara et al.（2025）及びTakahashi et al.（2026））によれば，傾斜角は

40～50°とされている（次頁表，P.171）。能登半島北部沿岸域断層帯付近に震源断層モデルを設定した知見の多くは，定常観測点データによる震源分布をその設定根拠の一
つとしていることから，上記の臨時地震観測を行った知見を重視することとし，定常観測点データによる震源分布を基に傾斜角を設定している知見については，参考とした。

○以上のことから，能登半島北部沿岸域断層帯の傾斜角については，反射法地震探査の結果から推定している知見のうち，令和6年能登半島地震後に公開された地震調査委
員会（2025a）及び臨時地震観測の結果から推定しているShinohara et al.（2025）及びTakahashi et al.（2026）を重視することとし，傾斜角は約40～50°と評価した。

No. 文献名 記載頁 知見の概要 傾斜角 傾斜角の設定根拠 分類

3 Fujii and Satake（2024） P.214 津波波形とGNSSデータによる震源インバージョン解析を実施。 60° 既存の断層モデル（文科省ほか（2015）） Ⓑ

4 Fukushima et al.（2024） P.196 GNSSデータ及びSAR解析データによる断層モデルを推定。 45～60°
震源メカニズム解，定常観測点データによる震源再決定を基に
GNSSデータ及びSAR解析データのインバージョン解析により推
定した断層モデル

Ⓑ

5 二木ほか（2024） P.215 各研究機関の津波伝播解析結果を踏まえ，波源モデルを推定。 40～55°
既存の断層モデルを基に津波波形データに整合するよう設定し
た断層モデル

Ⓑ

6 Guo et al.（2024） P.207 地震波のインバージョン解析により破壊過程を推定。
浅部：65°

遷移帯：45～50°
深部：20～25°

定常観測点データによる震源再決定を基に設定した断層モデル Ⓑ

7 国土地理院（2024a） P.199 GNSSデータ，SAR解析データを基に断層モデルを推定。 40.6～54.9°
GNSSデータ，SAR解析データのインバージョン解析により推定し
た断層モデル

Ⓑ

8 Kutschera et al.（2024） P.209 地震波によるインバージョン解析から求めた断層モデルを用いて，津波シミュレーションを実施。 36.0～56.8° 地震波のインバージョン解析により設定した断層モデル Ⓑ

9 Liu et al.（2024） P.211 地震波，GNSSデータ及びSAR解析データのインバージョン解析によりすべり分布を推定。 42° 定常観測点データによる震源再決定を基に設定した断層モデル Ⓑ

10 Ma et al.（2024） P.201 GNSSデータ及びSAR解析データのインバージョン解析によりすべり分布を推定。 44.8°
定常観測点データによる震源再決定，反射法地震探査，既存の
断層モデルを基に設定した断層モデル

Ⓑ

11 Masuda et al.（2024） P.217
津波伝播解析により，既存の断層モデル（国交省ほか（2014）及び国土地理院（2024a））の津波観
測記録の再現性を比較。

45° 既存の断層モデル（国交省ほか(2014)及び国土地理院(2024a)） Ⓑ

12 Okuwaki et al.（2024） P.212 地震波によるインバージョン解析により破壊過程を推定。 35° 地震波のインバージョン解析により設定した断層モデル Ⓑ

13 Takagi et al.（2024） P.218 津波伝播解析により，津波特性を把握。 26°，59° 既存の断層モデル（国土地理院（2024年1月15日版）） Ⓑ

14 Xu et al.（2024） P.188 地震波，GNSSデータ及びSAR解析データのインバージョン解析により震源過程を推定。 40°
定常観測点データによる震源分布とCMT解を基に設定した断層
モデル

Ⓑ

15 Yamanaka et al.（2024） P.219 津波伝播解析による津波波形の再現を実施。 40.6～54.9°
既存の断層モデル(国土地理院(2024a))を基に津波波形データ
に整合するよう設定した断層モデル

Ⓑ

16 地震調査委員会（2025a） P.170 反射法地震探査を基に断層の位置，形状等を設定。 45°
反射法地震探査（産総研，文科省ほか（2013），文科省ほか
（2014，2016，2017，2021），エネルギー・金属鉱物資源機構，文
科省ほか（2020））

Ⓐ

No. 文献名 記載頁 知見の概要 傾斜角 傾斜角の設定根拠 分類

1 国交省ほか（2014） －
日本海における最大クラスの津波断層モデルを設定するために，反射法地震探査を用いて海底断
層を設定。

45°

反射法地震探査（産総研，海洋研究開発機構，石油天然ガス・
金属鉱物資源機構）で断層を認定しているが，傾斜角について
は，一部を除いて反射断面の解釈から直接決めることができず，
断層の種別とテクトニクスを考慮して設定

Ⓑ

2 文科省ほか（2015） P.28
日本海の沖合から沿岸域及び陸域にかけての領域で，津波の波高予測を行うのに必要な津波波
源モデルや震源断層モデルを構築し，津波・強震動シミュレーションを実施。

60°
反射法地震探査（文科省ほか（2014），関口ほか（2012），石油公
団，地震研究所）

Ⓐ

【令和6年能登半島地震後の知見（1/2）】

【令和6年能登半島地震前の知見】

分類
Ⓐ：評価への反映にあたり重視した知見
Ⓑ：評価への反映にあたり参考とした知見

続きは次頁
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No. 文献名 記載頁 知見の概要 傾斜角 傾斜角の設定根拠 分類

17 Adriano et al.(2025) P.220 津波伝播解析に基づき建物被害と津波浸水深の関係を調査。 40.6～54.9° 既存の断層モデル（国土地理院(2024a)） Ⓑ

18 Ando et al.（2025） P.230 動的破壊シミュレーションにより，破壊過程等を推定。 40°
既存の断層モデル(国交省ほか(2014))を基に動的破壊シミュ
レーションにより設定した断層モデル

Ⓑ

19 Chen et al.（2025） P.202 GNSSデータ及びSAR解析データのインバージョン解析によりすべり分布を推定。 35°
GNSSデータ及びSAR解析データのインバージョン解析により設
定した断層モデル

Ⓑ

20 Chida et al.（2025） P.221 津波伝播解析による津波波形の再現を実施。 40.6～54.9° 既存の断層モデル(国土地理院(2024a)) Ⓑ

21 Enomoto et al.（2025） P.231 動的破壊シミュレーションにより断層モデルを推定。 45～60° 既存の断層モデル（Fukushima et al.(2024)） Ⓑ

22 Futagi et al.(2025) P.222 現地調査による津波痕跡高と津波伝播解析結果を比較。 40～55° 既存の断層モデル（二木ほか（2024）） Ⓑ

23 Honda et al.(2025) P.189 定常観測点の震源データのインバージョン解析により地震波の放射領域を推定。 35～45° 既存の断層モデル（国交省ほか(2014)及び文科省ほか（2015）） Ⓑ

24 Huang et al.(2025) P.190 地震波，強震動，GNSSデータ及びSAR解析データのインバージョン解析によりすべり分布を推定。 45° 定常観測点データによる震源再決定から推定した断層モデル Ⓑ

25 Kobayashi et al.（2025） P.213 地震波によるインバージョン解析により破壊過程を推定。

猿山沖セグメント～珠洲沖セグメ
ント

浅部：25～35°
深部：50～57°

禄剛セグメント：45°

定常観測点データによる震源再決定を基に設定した断層モデル Ⓑ

26 Ma et al.(2025) P.203 GNSSデータ及びSAR解析データのインバージョン解析によりアフタースリップを推定。 44.8° 既存の断層モデル（Ma et al.(2024)） Ⓑ

27 Masuda et al.(2025) P.223 津波波形と痕跡高のインバージョン解析によりすべり分布を推定。 60° 既存の断層モデル(Fujii and Satake(2024)) Ⓑ

28 Mizutani et al.(2025) P.224 津波波形，GNSSデータ及びSAR解析データインバージョン解析により傾斜角を評価。
45°（一様モデル）

浅部70°，深部35°（リストリック
モデル）

既存の断層モデル(文科省ほか(2014))を基に津波波形，GNSS
データ及びSAR解析データのインバージョン解析により推定した
断層モデル

Ⓑ

29 Mohanna et al.（2025） P.225 津波波形，地殻変動データによるインバージョン解析により地震時変位を推定。 44.8° 既存の断層モデル（Ma et al.(2024)） Ⓑ

30 Nakao et al.（2025） P.204 GNSSデータ及びSAR解析データによるインバージョン解析により断層モデルを推定。 34.44～50.83°
GNSSデータ及びSAR解析データのインバージョン解析により設
定した断層モデル

Ⓑ

31 Peng et al.（2025） P.192 定常観測点データによる震源再決定を行い，破壊過程を推定。 45° 定常観測点データによる震源再決定から推定した断層モデル Ⓑ

32 Sawaki et al.（2025） P.193 震源分布に対して，階層的クラスタリング手法を用いることで震源断層の形状を推定。 28.89，27.58，40.23 定常観測点データによる解析 Ⓑ

33 Shiina et al.（2025） P.194 震源再決定を行い，その位置の不確実性の定量化を実施。
記載なし

（国交省ほか（2014）及び文科省
ほか（2015）のモデルに類似）

定常観測点データによる震源再決定 Ⓑ

34 Shinohara et al.（2025）
P.171，

195
能登半島北東沖における臨時地震観測により，断層形状を把握。

記載なし
（図読：約40°）

定常観測点データ＋臨時地震観測による震源再決定 Ⓐ

35 Umeda et al.(2025) P.226 数値解析により津波の伝播特性を調査。 40.6～54.9° 既存の断層モデル(国土地理院(2024a)) Ⓑ

36 Yamada et al.（2025） P.205 GNSSデータ及びSAR解析データを再現する断層モデルの傾斜角の検証を実施。

猿山沖セグメント～珠洲沖セグメ
ント：45°（平面断層モデル）

浅部60°，深部25°（リストリック
断層モデル）

禄剛セグメント：60°

既存の断層モデル(文科省ほか(2014))を基にGNSSデータ及び
SAR解析データのインバージョン解析により推定した断層モデル

Ⓑ

37 Takahashi et al.（2026）
P.171，

186，187
能登半島北部における臨時地震観測により，断層形状を把握。 40～50° 定常観測点データ＋臨時地震観測による震源再決定 Ⓐ

38 Yamada and Ohta(2026) P.206 GNSSデータ及びSAR解析データのインバージョン解析によりすべり分布と相関長を推定。

猿山沖セグメント～珠洲沖セグメ
ント：45°（平面断層モデル）

浅部60°，深部25°（リストリック
断層モデル）

禄剛セグメント：60°

既存の断層モデル(Yamada et al.(2025)) Ⓑ

【令和6年能登半島地震後の知見（2/2）】

分類
Ⓐ：評価への反映にあたり重視した知見
Ⓑ：評価への反映にあたり参考とした知見

［３］ 能登半島北部沿岸域断層帯等の傾斜角の評価

赤字：臨時地震観測を実施し，より高精度な震源情報を用いている知見
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反射法地震探査断面
（文科省ほか（2015）に一部加筆）

右図断面位置

・文科省ほか（2015）は，反射法地震探
査の結果から，南東傾斜の60°の断層
と判断している。

輪島沖セグメント

珠洲沖セグメント禄剛セグメント

T1測線

H1測線

N1測線

珠洲沖セグメント

測線図

測線図

反射法地震探査断面
（地震調査委員会（2025a）に一部加筆）

下図断面位置

1km1km

1km輪島沖セグメント

猿山沖セグメント

珠洲沖セグメント

・地震調査委員会（2025a）は，反射法地
震探査の結果から，南東傾斜の中角（
45°）の断層と判断している。※

［３］ 能登半島北部沿岸域断層帯等の傾斜角の評価

【能登半島北部沿岸域断層帯の傾斜角の評価にあたり重視した知見（1/2）】

0 20km

・地震調査委員会（2025a）は，断層面の傾斜角に
ついて，中角を45°と設定している。

※：地震調査委員会（2025a）の反射法地震探査断面には，
傾斜角が判断できる断層線は図示されていない。
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コメントNo.83の回答

震源分布図
（Takahashi et al.（2026）に一部加筆）

能登半島北部沿岸域断層帯
（NT5：珠洲沖セグメント，NT4：禄剛セグメント）

下図断面位置

下図断面位置

震源分布図
（Shinohara et al.（2025）に一部加筆）

・ Shinohara et al.（2025）は，令和6年能登半島
地震後の臨時地震観測の結果から，文科省ほ
か（2021）で設定された断層モデルのNT4，NT5
と一致する南東傾斜の面構造が認められると
している。
・ Shinohara et al.（2025）には，傾斜角に関する
記載はないが，図読では能登半島北部沿岸域
断層帯の傾斜角は約40°である。

［３］ 能登半島北部沿岸域断層帯等の傾斜角の評価

【能登半島北部沿岸域断層帯の傾斜角の評価にあたり重視した知見（2/2）】

約40°

約40°

約40°

約40°

・Takahashi et al.（2026）は，令和6年能登
半島地震後の臨時地震観測の結果から，
能登半島北部沿岸域断層帯に対応する
位置に，40～50°で南東に傾斜する面構
造が認められるとしている。

能登半島北部沿岸域断層帯
（珠洲沖セグメント）

能登半島北方沖断層

←NW SE→

能登半島北部沿岸域断層帯
（猿山沖セグメント）

←NW SE→ 能登半島北部沿岸域断層帯
（輪島沖セグメント）

←NW SE→

←NW SE→
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○笹波沖断層帯（東部）の傾斜角に関する文献調査の結果を下表に整理した。
○文献調査の結果，令和6年能登半島地震前の知見（佐藤ほか（2007a）及び文科省ほか（2015））は，2007年能登半島地震の際に取得した余震分布や反射法地震探査の結果から
傾斜角を評価しており，2007年能登半島地震の震源断層である笹波沖断層帯（東部）の傾斜角は60°，笹波沖断層帯（西部）の傾斜角についても60°と評価している。

○令和6年能登半島地震後に公開された地震調査委員会（2025a）は，反射法地震探査の結果から，笹波沖断層帯（東部）と笹波沖断層帯（西部）のいずれも地震前と同様に高角
（60°）と評価している。

○また，令和6年能登半島地震に関する知見のうち，臨時地震観測を行った知見（Takahashi et al.（2026））によれば，2007年能登半島地震の震源断層である笹波沖断層帯（東部）
は，令和6年能登半島地震では再破壊しなかったとしており，笹波沖断層帯（東部）の傾斜角については示されていない。さらに，笹波沖断層帯（東部）付近に南東傾斜の震源断
層モデルを設定した知見の多くは，既存の断層モデルを用いており，反射法地震探査や臨時地震観測により断層面を推定した知見は認められず，上記の2007年能登半島地震
の知見や反射法地震探査による知見の評価を見直すものはなかった。

○以上のことから，笹波沖断層帯（全長）の傾斜角については，令和6年能登半島地震後に公開された反射法地震探査の結果から推定している地震調査委員会（2025a） に加え，
震源断層として活動した2007年能登半島地震の知見を基に評価した知見（佐藤ほか（2007a），文科省ほか（2015））を重視することとし，傾斜角は約60°と評価した。

コメントNo.83の回答

No. 文献名 記載頁 知見の概要 傾斜角 傾斜角の設定根拠 分類

3 Fujii and Satake（2024） P.214 津波波形とGNSSデータによる震源インバージョン解析を実施。 60°（笹波（東部）） 既存の断層モデル（文科省ほか（2015）） Ⓑ

4 Fukushima et al.（2024） P.196 GNSSデータ及びSAR解析データにより断層モデルを推定。
記載なし

（図読：約45°）

震源メカニズム解，定常観測点データによる震源再決
定を基にGNSSデータ及びSAR解析データのインバー
ジョン解析により推定した断層モデル

Ⓑ

5 Okuwaki et al.（2024） P.212 地震波によるインバージョン解析により破壊過程を推定。 35°（笹波（全長））
地震波のインバージョン解析により設定した断層モデ
ル

Ⓑ

6 地震調査委員会（2025a） P.174 反射法地震探査を基に断層の位置，形状等を設定。
高角（60°）（笹波（東部））
高角（60°）（笹波（西部））

反射法地震探査（産総研，文科省ほか（2013），文科
省ほか（2014，2016，2017，2021），エネルギー・金属
鉱物資源機構，文科省ほか（2020））

Ⓐ

7 Ando et al.（2025） P.230 動的破壊シミュレーションにより，破壊過程等を推定。 40°（笹波（東部））
既存の断層モデル(国交省ほか(2014))を基に動的破
壊シミュレーションにより設定した断層モデル

Ⓑ

8 Enomoto et al.（2025） P.231 動的破壊シミュレーションにより断層モデルを推定。 記載なし 既存の断層モデル（Fukushima et al.(2024)) Ⓑ

9 Masuda et al.(2025) P.223 津波波形と痕跡高のインバージョン解析によりすべり分布を推定。 60°（笹波（東部）） 既存の断層モデル(Fujii and Satake(2024)) Ⓑ

10 Mohanna et al.（2025） P.225 津波波形，地殻変動データによるインバージョン解析により地震時変位を推定。 44.8°（笹波（東部）） 既存の断層モデル（Ma et al.(2024)） Ⓑ

11 Peng et al.（2025） P.192 定常観測点データによる震源再決定を行い，破壊過程を推定。
記載なし

（震源分布は拡散的で複数の
二次断層が活動した）

定常観測点データによる震源再決定から推定した断
層モデル

Ⓑ

12 Shiina et al.（2025） P.194 震源再決定を行い，その位置の不確実性の定量化を実施。
記載なし

（文科省ほか（2015）のモデル
に類似）

定常観測点データによる震源再決定 Ⓑ

13 Takahashi et al.（2026）
P.174，

186，187
能登半島北部における臨時地震観測により，断層形状を把握。

記載なし
（令和6年能登半島地震では，
2007年能登半島地震の震源断
層（笹波沖断層帯（東部））と同
じ断層を再破壊しなかった）

定常観測点データ＋臨時地震観測による震源再決定 Ⓐ

No. 文献名 記載頁 知見の概要 傾斜角 傾斜角の設定根拠 分類

1 佐藤ほか（2007a） 次頁
2007年能登半島地震のより精度の高い断層モデルを構築するために，余震分布・反
射法地震探査などを組み合わせて統合的に震源断層の形状を推定。

60°
（笹波（東部））

・定常観測点データ＋臨時地震観測（Yamada et al.
（2008），Kato et al.（2008））による震源再決定

・反射法地震探査（佐藤ほか（2007b））
Ⓐ

2 文科省ほか（2015） 次頁
日本海の沖合から沿岸域及び陸域にかけての領域で，津波の波高予測を行うのに
必要な津波波源モデルや震源断層モデルを構築し，津波・強震動シミュレーションを
実施。

60°（笹波（東部））
60°（笹波（西部））

反射法地震探査（文科省ほか（2014），関口ほか
（2012），石油公団，地震研究所）

Ⓐ

【令和6年能登半島地震後の知見】

【令和6年能登半島地震前の知見】

分類
Ⓐ：評価への反映にあたり重視した知見
Ⓑ：評価への反映にあたり参考とした知見

［３］ 能登半島北部沿岸域断層帯等の傾斜角の評価

（3）笹波沖断層帯（全長）の傾斜角の評価

赤字：臨時地震観測を実施し，より高精度な震源情報を用いている知見
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反射法地震探査断面
（文科省ほか（2015）に一部加筆）

下図断面位置

・文科省ほか（2015）は，反射法地震探
査の結果から，笹波沖断層帯（東部）
と笹波沖断層帯（西部）を南東傾斜
の60°の断層と判断している。

反射法地震探査及び余震分布に基づく断層面の形状
（佐藤ほか（2007a）に一部加筆）

笹波沖断層帯（東部）

・佐藤ほか（2007a）は，余震分布・反射法地震探査など
を組み合わせて統合的に震源断層の形状を求めてお
り，笹波沖断層帯（東部）を南東傾斜の60°の断層と
推定している。

【笹波沖断層帯（全長）の傾斜角の評価にあたり重視した知見（1/2）】

［３］ 能登半島北部沿岸域断層帯等の傾斜角の評価

下図断面位置

：Yamada et al.（2008）の臨時地震観測点
：Kato et al.（2008）の臨時地震観測点

笹波沖断層帯（東部）

海士岬沖断層帯
笹波沖断層帯（西部）

Line B

Line C

0 20km
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下図断面位置

当社の笹波沖断層帯（西部）に対応

反射法地震探査断面
（地震調査委員会（2025a）に一部加筆）

・地震調査委員会（2025a）は，反射法地震探査の
結果から，笹波沖断層帯（東部）と笹波沖断層帯（
西部）に対応する断層を南東傾斜の高角（60°）
の断層と判断している。※

【笹波沖断層帯（全長）の傾斜角の評価にあたり重視した知見（2/2）】

［３］ 能登半島北部沿岸域断層帯等の傾斜角の評価

5km

当社の海士岬沖断層帯に対応

当社の前ノ瀬東方断層帯に対応

震源分布図
（Takahashi et al.（2026）に一部加筆）

・Takahashi et al.（2026）は，令和6年能登半
島地震後の臨時地震観測の結果から，令和
6年能登半島地震では，2007年能登半島地
震の震源断層（笹波沖断層帯（東部））と同じ
断層を再破壊しなかったとしている。

0 20km

笹波沖断層帯（東部） 富来川南岸断層

・地震調査委員会（2025a）は，断層面の傾斜角に
ついて，高角を60°と設定している。

※：地震調査委員会（2025a）の反射法地震探査断面には，
傾斜角が判断できる断層線は図示されていない。
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○海士岬沖断層帯の傾斜角に関する文献調査の結果を下表に整理した。
○文献調査の結果，令和6年能登半島地震前の知見（文科省ほか（2015））は，反射法地震探査の結果から傾斜角を60°と評価している。
○令和6年能登半島地震後に公開された知見のうち，反射法地震探査の結果から傾斜角を評価している地震調査委員会（2025a）は，地震前と同様に高角（60°）と評価している。
○また，令和6年能登半島地震に関する知見のうち，海士岬沖断層帯付近に南東傾斜の震源断層モデルを設定した知見の多くは，定常観測点データによる震源分布をその設定根拠の一つとしてい
る。しかし，臨時地震観測を行った震源位置精度の高い知見（蔵下ほか（2025），Takahashi et al.（2026））によれば，海士岬沖断層帯付近には南東傾斜ではなく北西傾斜の断層が推定されており，
海士岬沖断層帯に対応する南東傾斜の震源分布は認められない。このことから，海士岬沖断層帯は令和6年能登半島地震では震源断層として活動していないと判断し，定常観測点データによる
震源分布を基に海士岬沖断層帯付近に震源断層モデルを設定している知見については参考とし，上記の反射法地震探査による知見の評価を見直すものはなかった。

○以上のことから，海士岬沖断層帯の傾斜角については，反射法地震探査の結果から推定している文科省ほか（2015）及び地震調査委員会（2025a）を重視することとし，傾斜角は約60°と評価した。

No. 文献名 記載頁 知見の概要 傾斜角 傾斜角の設定根拠 分類

2 Fujii and Satake（2024） P.214 津波波形とGNSSデータによる震源インバージョン解析を実施。 60° 既存の断層モデル（文科省ほか（2015）） Ⓑ

3 Fukushima et al.（2024） P.196 GNSSデータ及びSAR解析データにより断層モデルを推定。 45°
震源メカニズム解，定常観測点データによる震源再決定を基にGNSSデータ
及びSAR解析データのインバージョン解析により推定した断層モデル

Ⓑ

4 Guo et al.（2024） P.207 地震波のインバージョン解析により破壊過程の推定。
浅部：65°，遷移帯：45°，

深部：20°
定常観測点データによる震源再決定を基に設定した断層モデル Ⓑ

5 Ma et al.（2024） P.201 GNSSデータ及びSAR解析データのインバージョン解析によりすべり分布を推定。 35°
定常観測点データによる震源再決定，反射法地震探査，既存の断層モデ
ルを基に設定した断層モデル

Ⓑ

6 Takagi et al.（2024） P.218 津波伝播解析により，津波特性を把握。 26° 既存の断層モデル（国土地理院（2024年1月15日版）） Ⓑ

7 Xu et al.（2024） P.188 地震波，GNSSデータ及びSAR解析データのインバージョン解析により震源過程を推定。 30° 定常観測点データによる震源分布とCMT解を基に設定した断層モデル Ⓑ

8 地震調査委員会（2025a） 次頁 反射法地震探査を基に断層の位置，形状等を設定。 60°
反射法地震探査（産総研，文科省ほか（2013），文科省ほか（2014，2016，
2017，2021），エネルギー・金属鉱物資源機構，文科省ほか（2020））

Ⓐ

9 Chen et al.（2025） P.202 GNSSデータ及びSAR解析データのインバージョン解析によりすべり分布を推定。 35°
GNSSデータ及びSAR解析データのインバージョン解析により設定した断層
モデル

Ⓑ

10 Enomoto et al.（2025） P.231 動的破壊シミュレーションにより断層モデルを推定。 45° 既存の断層モデル（Fukushima et al.(2024)） Ⓑ

11 Kobayashi et al.（2025） P.213 地震波によるインバージョン解析により破壊過程を推定。
浅部：45°
深部：25°

定常観測点データによる震源再決定を基に設定した断層モデル Ⓑ

12 蔵下ほか（2025）
次頁
P.191

震源域西端付近における陸海統合臨時地震観測により，断層形状を把握。
記載なし

（海士岬沖断層帯に対応する南東傾斜
の震源分布は示されていない）

定常観測点データ＋臨時地震観測による震源再決定 Ⓐ

13 Ma et al.(2025) P.203 GNSSデータ及びSAR解析データのインバージョン解析によりアフタースリップを推定。 35° 既存の断層モデル（Ma et al.(2024)） Ⓑ

14 Masuda et al.(2025) P.223 津波波形と痕跡高のインバージョン解析によりすべり分布を推定。 60° 既存の断層モデル(Fujii and Satake(2024)) Ⓑ

15 Mizutani et al.(2025) P.224 津波波形，GNSSデータ及びSAR解析データインバージョン解析により傾斜角を評価。
45°（一様モデル）

浅部70°, 深部35°(リストリックモデル)
既存の断層モデル(文科省ほか(2014))を基に津波波形，GNSSデータ及び
SAR解析データのインバージョン解析により推定した断層モデル

Ⓑ

16 Mohanna et al.（2025） P.225 津波波形，地殻変動データによるインバージョン解析により地震時変位を推定。 35° 既存の断層モデル（Ma et al.(2024)） Ⓑ

17 Shiina et al.（2025） P.194 震源再決定を行い，その位置の不確実性の定量化を実施。
記載なし

（文科省ほか（2015）のモデルに類似）
定常観測点データによる震源再決定 Ⓑ

18 Yamada et al.（2025） P.205 GNSSデータ及びSAR解析データを再現する断層モデルの傾斜角を検証。
30～60°

（傾斜角が再現に与える影響は小さい）
既存の断層モデル(国交省ほか(2014))を基にGNSSデータ及びSAR解析
データのインバージョン解析により推定した断層モデル

Ⓑ

19 Takahashi et al.（2026）
次頁

P.186，
187

能登半島北部における臨時地震観測により，断層形状を把握。
記載なし

（海士岬沖断層帯に対応する南東傾斜
の震源分布は示されていない）

定常観測点データ＋臨時地震観測による震源再決定 Ⓐ

20 Yamada and Ohta(2026) P.206 GNSSデータ及びSAR解析データのインバージョン解析によりすべり分布と相関長を推定。 30～60° 既存の断層モデル(Yamada et al.(2025)) Ⓑ

No. 文献名 記載頁 知見の概要 傾斜角 傾斜角の設定根拠 分類

1 文科省ほか（2015） 次頁
日本海の沖合から沿岸域及び陸域にかけての領域で，津波の波高予測を行うのに必要な
津波波源モデルや震源断層モデルを構築し，津波・強震動シミュレーションを実施。

60°
反射法地震探査（文科省ほか（2014），関口ほか（2012），石油公団，地震
研究所）

Ⓐ

【令和6年能登半島地震後の知見】

【令和6年能登半島地震前の知見】

分類
Ⓐ：評価への反映にあたり重視した知見
Ⓑ：評価への反映にあたり参考とした知見

［３］ 能登半島北部沿岸域断層帯等の傾斜角の評価

（4）海士岬沖断層帯の傾斜角の評価

赤字：臨時地震観測を実施し，より高精度な震源情報を用いている知見



右図断面位置
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コメントNo.83の回答

【海士岬沖断層帯の傾斜角の評価にあたり重視した知見】

反射法地震探査断面
（文科省ほか（2015）に一部加筆）

海士岬沖断層帯笹波沖断層帯（西部）

右図断面位置

下図断面位置

反射法地震探査断面
（地震調査委員会（2025a）に一部加筆）

震源分布図
（Takahashi et al.（2026）に一部加筆）

震源分布図
（蔵下ほか（2025）に一部加筆）

海
士
岬
沖
断
層
帯

右図断面位置

海士岬沖断層帯・文科省ほか（2015）は，反射法地震探査の結果から，
南東傾斜の60°の断層と判断している。

・地震調査委員会（2025a）は，反射法地震探査の
結果から，南東傾斜の高角（60°）の断層と判断
している。※

・Takahashi et al.（2026）は，令和6年能登半島地震後
の臨時地震観測の結果から，海士岬沖断層帯付近
に北西傾斜の震源分布が認められるとしている。
・海士岬沖断層帯に対応する断層は認められない。

・蔵下ほか（2025）は，令和6年能登半島地震後の臨
時地震観測の結果から，海士岬沖断層帯付近に
北西傾斜の震源分布が認められるとしている。
・海士岬沖断層帯に対応する断層は認められない。

←NW SE→

［３］ 能登半島北部沿岸域断層帯等の傾斜角の評価

当社の笹波沖断層帯（西部）に対応

当社の海士岬沖断層帯に対応

当社の前ノ瀬東方断層帯に対応

0 20km

0 20km

←NW SE→

海士岬沖断層帯 酒見断層 富来川南岸断層

・地震調査委員会（2025a）は，断層面
の傾斜角について，高角を60°と設
定している。

※：地震調査委員会（2025a）の反射法地震探査断面には，
傾斜角が判断できる断層線は図示されていない。

5km



余白
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○地震調査委員会（2024b，c）は，この地震の震源断層は，門前断層帯門前沖区間※1の東部～能登半島北岸断層帯※2～富山トラフ西縁断層※3の南西部にまたがる
範囲である150km程度の主として南東傾斜の逆断層としている。

○令和6年能登半島地震の震源断層については，様々な検討手法で断層モデルが提案されていることから，それらの知見について以下に整理した。
○また，上記知見における令和6年能登半島地震の震源断層の活動区間について，NT2・NT3，能登半島北部沿岸域断層帯，笹波沖断層帯及び海士岬沖断層帯との
対応関係を整理した（P.183）。

【令和6年能登半島地震の震源断層に関する主な知見（1/3）】

※1：笹波沖断層帯（東部）及び笹波沖断層帯（西部）の一部に対応 ※2：能登半島北部沿岸域断層帯に対応 ※3：NT2・NT3に対応

検討手法 震源断層に関する主な知見の内容 掲載頁

地震活動の分布

・地震調査委員会（2024b，c）によれば，M7.6の地震が発生した後，地震活動はさらに活発になり，地震活動域は能登半島及びその北東側の海域を中心とする北
東-南西に延びる150km程度の範囲に広がっているとしている。

・地震調査委員会（2024c）は，東京大学他8機関により行われた能登半島北東沖に設置した海底地震計の解析結果を掲載しており，西側グループ（能登半島北部
沿岸域断層帯に対応）は南東側に傾斜，中央・東側グループ（NT2・NT3に対応）は北西側に傾斜しており，富山トラフ西縁断層（NT2・NT3に対応）の北端では地
震活動がみられないと報告している。

・Xu et al.(2024)は，地震波，GNSS及びSAR解析データを用いて破壊過程のインバージョン解析を行うために，気象庁震源データ，CMT解を基に断層モデルを構築
しており，概ね海士岬沖断層帯～能登半島北部沿岸域断層帯～NT２・NT3に対応する位置に3つのモデルを設定している。

・Takahashi et al.（2026）は，2024年4月22日から2024年7月2日にかけて能登半島北部で臨時地震観測を行い，相対震源決定手法（DD法）により震源再決定を行っ
ている。その結果，再決定された震源は主に40～50度で南東に傾斜する1枚の面形状を呈しているが，珠洲市ではほぼ平行する二枚の断層面を確認している。

・Honda et al.（2025）は，K-net，KiK-net及び長野県内の震度観測点のデータを用いて地震波を放射した領域を推定するにあたり断層面を設定しており，概ね能登
半島北部沿岸域断層帯～NT2・NT3に対応する位置に3枚の断層面を設定している。

・Huang et al.(2025)は，地震波，強震動，GNSS及びSARデータを用いてすべり分布のインバージョン解析を行うために，2024年1月1日～2024年1月28日の防災科
研及び気象庁による震源データを用いて震源再決定を行った結果から断層モデルを構築している。

・Peng et al.(2025)は，2018年1月1日から2024年2月19日の気象庁震源データを用いてhypoDD再決定法により震源再決定を行い，破壊過程を推定している。その
結果，再決定された震源位置から推定された断層モデルは既存の断層モデル（F42，F43）と概ね一致するとしている。

・蔵下ほか（2025）は，令和6年能登半島地震後に震源域西端付近における陸海統合臨時地震観測を行い，相対震源決定手法（DD法）により震源再決定を行って
いる。その結果，海士岬沖断層帯付近に北西傾斜の震源分布を確認している。

・Sawaki et al.(2025)は，2005年1月から2024年1月までの気象庁震源データを用いて，震源分布を点群データとした階層的クラスタリング手法により震源断層の形
状を推定しており，概ね能登半島北部沿岸域断層帯に対応する位置に3枚の断層モデルを図示している。

・Shiina et al.(2025)は，2005年1月1日～2024年1月31日の気象庁震源データを用いて，震源位置の不確実性を定量化するためMarkov chain Monte Carlo法
（MCMC法）により震源再決定を行っている。その結果，北部沿岸（能登半島北部沿岸域断層帯に対応）では南東に傾斜，西部沿岸（笹波沖断層帯（東部）及び海
士岬沖断層帯の北部に対応）では東方向に傾斜が変化しており，異なる走向をもつ断層面を破壊したことを示唆するとしている。

・Shinohara et al.(2025)は，2024年1月24日から2024年2月24日にかけて能登半島北東の海域及び陸上で地震観測を行い，相対震源決定手法（DD法）により震源
再決定を行っている。その結果，再決定された震源から推定した断層面の走向及び傾斜角は日本海地震・津波調査プロジェクトのモデル（NT2～NT5）（能登半島
北部沿岸域断層帯の北部～NT2・NT3に対応）と整合したとしている。

P.184～195
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【令和6年能登半島地震の震源断層に関する主な知見（2/3）】

検討手法 震源断層に関する主な知見の内容 掲載頁

GNSS観測
合成開口レーダ画像

・Fukushima et al.(2024)は，GNSS及びSAR変位データを用いて断層すべりモデルの推定を行うにあたり，本震のCMT解や余震分布に基づき断層面を設定しており，
概ね笹波沖断層帯（東部）～海士岬沖断層帯の北部～能登半島北部沿岸域断層帯に対応する位置に7枚の断層面を設定している。

・地震調査委員会（2024b）は，地震に伴う地殻変動を整理しており，GNSS観測によると，今回の地震に伴って輪島2観測点（国土地理院）で2.0m程度の南西方向
への変動，1.3m程度の隆起が見られたとしている。また，「だいち2号」が観測した合成開口レーダー画像の解析によると，輪島市西部で最大4m程度の隆起，最
大2m程度の西向きの変動，珠洲市北部で最大2m程度の隆起，最大3m程度の西向きの変動が検出されたとしている。

・地震調査委員会（2024b）は，京都大学・金沢大学・東北大学が作成したGNSS観測データから推定した震源断層モデルを掲載しており，概ね能登半島北部沿岸
域断層帯に対応する位置に3枚の断層モデルを図示している。

・国土地理院（2024a）は，電子基準点データとSAR解析データから得られた地殻変動を基に，震源断層モデルを決定しており，概ね能登半島北部沿岸域断層帯に
対応する位置に3枚の断層モデルを図示している。

・Ma et al.(2024)は，GNSS及びSAR変位データを用いてすべり分布のインバージョン解析を行うにあたり断層面を設定しており，概ね海士岬沖断層帯～能登半島
北部沿岸域断層帯～NT2・NT3に対応する位置に3枚の断層面を設定している。

・Chen et al.(2025)は，GNSS及びSAR解析データを用いてすべり分布のインバージョン解析を行うにあたり断層面を設定しており，概ね笹波沖断層帯～能登半島
北部沿岸域断層帯～NT2・NT3に対応する位置に断層面を設定している。

・Ma et al.(2025)は，GNSS及びSAR変位データにより取得した余効変動を用いてアフタースリップを推定するインバージョン解析を行うにあたり，Ma et al.(2024)に基
づき3枚の断層面を設定している。

・Nakao et al.(2025)は，GNSS及びSAR解析データを用いて断層形状とすべり分布を推定するインバージョン解析を行うにあたり3種類の断層モデルを設定している。
解析の結果，3セグメントに分割したモデルが観測記録を最も説明できるとしており，概ね能登半島北部沿岸域断層帯に対応する位置に設定されている。

・Yamada et al.（2025）は，GNSS及びSAR変位データを再現する平面断層モデルとリストリック断層モデルの傾斜角の検証を行うために，日本海地震・津波調査プ
ロジェクトのモデルを参考に設定しており，海士岬沖断層帯～能登半島北部沿岸域断層帯～NT2・NT3に対応する位置に6枚の断層面を設定している。

・Yamada and Ohta（2026）は，GNSS及びSAR変位データを用いたベイズインバージョン解析によりすべり分布と相関長を同時に推定するにあたり，Yamada et 
al.(2025)に基づき断層面を設定しており，海士岬沖断層帯～能登半島北部沿岸域断層帯～NT2・NT3に対応する位置に6枚の断層面を設定している。

P.196～206

地震波の解析

・Guo et al.（2024）は，地震波のインバージョン解析により破壊過程の推定を行うにあたり，定常観測点データを用いて震源再決定した余震分布に基づき，解析用
の断層モデルを設定しており，概ね海士岬沖断層帯～能登半島北部沿岸域断層帯～NT2・NT3に対応する位置に5枚の断層モデルを図示している（北東の断層
はセグメントEもしくはセグメントFのいずれかで設定している）。

・地震調査委員会（2024c）は，防災科学技術研究所が行った震源過程解析を掲載している。防災科学技術研究所（2024）によれば，強震観測網の強震波形記録を
用いた震源インバージョン解析を行うにあたり断層面を設定しており，概ね海士岬沖断層帯の北部～能登半島北部沿岸域断層帯～NT2・NT3に対応する位置に6
枚の断層モデルを図示している。

・Kutschera et al.(2024)は，地震時の遠地及び強震動データにmulti-CMTサブイベントインバージョン法を適用し断層モデルを推定しており，概ね能登半島北部沿
岸域断層帯に対応する位置に5枚の断層モデルを示している。

・京都大学（2024a，b）は，インバージョン解析により震源過程の推定を行うにあたり，解析用の断層モデルを設定しており，概ね能登半島北部沿岸域断層帯に対
応する位置に4枚の断層モデルを図示している。

・Liu et al.(2024)は，地震波， GNSS及びSAR解析データを用いてすべり分布のインバージョン解析を行うにあたり断層面を設定しており，概ね笹波沖断層帯（東
部）～能登半島北部沿岸域断層帯に対応する位置に断層面を設定している。

・Okuwaki et al.(2024)は，遠地地震波を用いたインバージョン解析により破壊過程を推定するにあたり解析用の断層モデルを設定しており，概ね笹波沖断層帯～
能登半島北部沿岸域断層帯～NT2・NT3に対応する位置に2枚の断層モデルを図示している。

・Kobayashi et al.(2025)は，強震動，遠地地震波及びGNSSデータを用いた震源インバージョン解析を行うにあたり，再決定した余震分布（傾斜角）と地震調査委員
会（2024a）の断層（断層位置），海上保安庁及び産業技術総合研究所の海底調査結果（断層位置）及び篠原ほか（2024）の余震分布（北東沖の断層の深度）から
断層面を設定しており，概ね海士岬沖断層帯～能登半島北部沿岸域断層帯～NT3に対応する位置に6枚の断層面を設定している。

P.207～213
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【令和6年能登半島地震の震源断層に関する主な知見（3/3）】

検討手法 震源断層に関する主な知見の内容 掲載頁

津波波形の解析

・Fujii and Satake(2024)は，日本海地震・津波調査プロジェクトに基づき解析用の断層モデル（NT2～NT9）を設定し，津波波形とGNSSデータを用いた震源インバージョン解
析を行っている。その結果，能登半島北東の北西傾斜の断層（NT2，NT3）は，能登半島北岸の南東傾斜の断層（NT4，NT5，NT6，NT8）と比較してほとんどすべっていな
いとしている。

・二木ほか（2024）は，各研究機関の波源を用いた津波伝播解析結果を踏まえ，波源を再考し，能登半島北岸に沿った約95kmの波源を設定している。本波源により，国土
地理院の波源モデルに比べ，観測記録の再現性が向上したとしている。

・地震調査委員会（2024c）は，気象研究所・気象庁が作成した津波の逆伝播解析結果を掲載しており，概ね笹波沖断層帯（東部）と能登半島北部沿岸域断層帯に対応す
る位置に波源域を推定している。

・Masuda et al.(2024)は，複数の既往の断層モデルを用いた津波伝播解析により，地震時の津波観測記録の再現性を比較した結果，国土交通省に基づく断層モデル（F42
の西部及びF43の同時破壊）が観測記録を最もよく説明できるとしている。

・Takagi et al.(2024)は，大きな津波高が観測された能登半島の飯田湾における津波の挙動と特性を把握するための数値解析を行うにあたり，国土地理院が推定した断層
モデル（2024年1月15日版）を解析用の断層モデルとして設定しており，概ね海士岬沖断層帯～能登半島北部沿岸域断層帯に対応する位置に2つの断層面を設定してい
る。

・Yamanaka et al.(2024)は，能登半島の飯田湾における津波波形を再現するために，国土地理院（2024a）による波源の初期海面変動を修正した「修正震源」を設定し，津
波伝播解析を行っている。修正震源により推定される北東部の正の変位は既往の知見が示す大すべり域の位置と整合的であるとされており，概ねNT2・NT3に対応する
位置に示されている。

・Adriano et al.(2025)は，建物の破壊と津波浸水深との関係を調査するにあたり，津波シミュレーション解析により，能登半島東岸の津波観測高を最もよく再現できる断層
モデルを国土地理院（2024a）に基づき構築しており，概ね能登半島北部沿岸域断層帯に対応する位置に3枚の断層面を設定している。

・Chida et al.(2025)は，珠洲市飯田港において観測された短周期の波の発生メカニズムの解明を目的に，国土地理院（2024年1月2日版，同年同月15日版，同年同月30日
版）及びFujii and Satake(2024)によるモデルを用いた数値計算結果と観測データの比較を行っている。

・Futagi et al.(2025)は，舳倉島における現地調査により得られた津波高分布と数値シミュレーション結果を比較にするにあたり，二木ほか（2024）に基づき断層モデルを設
定している。

・Masuda et al.(2025)は，津波波形と津波痕跡高を用いてサロゲートモデルを適用したインバージョン解析によりすべり分布を推定するにあたり，Fujii and Satake(2024)に
基づき解析用の断層モデルを設定している。

・Mizutani et al.(2025)は，日本海地震・津波調査プロジェクトに基づき解析用の断層モデル（NT2～NT6，NT8，NT9）を設定し，津波波形，GNSS及びSAR変位データを用い
たジョイントインバージョン解析を行い，赤池のベイズ情報量規準（ABIC）に基づき3種類の傾斜角を評価している。

・Mohanna et al.(2025)は，津波波形，GNSS及びSAR変位データを用いて地震時の変位を推定するインバージョン解析を行うにあたり，Ma et al.(2024)に基づき断層面を設
定しており，概ね海士岬沖断層帯～笹波沖断層帯（東部）～能登半島北部沿岸域断層帯～NT3に対応する位置に3枚の断層モデルを設定している。

・Umeda et al.（2025）は，令和6年能登半島地震による津波の伝搬特性を調査するための数値解析を行うにあたり，国土地理院（2024a）によるモデルを解析用の断層モデ
ルとして設定している。

P.214～226

その他

海上音波探査

・産業技術総合研究所（2024a，b）は，令和6年能登半島地震後に取得した高分解能音波探査・海底地形調査データと2007年から2008年にかけて取得した同等のデータを
比較し，能登半島北岸断層帯の猿山沖区間（猿山沖セグメントに対応），輪島沖区間（輪島沖セグメントに対応），珠洲沖区間（珠洲沖セグメントに対応），門前断層帯門
前沖区間及び海士岬沖東断層での隆起が認められる。地震調査委員会（2024d）及び地震調査員会（2025a）は，これらの隆起が令和6年能登半島地震に伴う変動を示し
ている可能性が高いとしている。

P.227

海底地形調査

・海上保安庁（2024a，b）は，令和6年能登半島地震後に取得した水深データと2003年に取得した水深データの比較により能登半島北西沖で約3mの隆起を確認し，同じく
地震後に取得した水深データと2002年に取得した水深データの比較により珠洲市北方沖で約4mの隆起を確認したとしている。能登半島北西沖の隆起は猿山沖セグメン
ト，珠洲市北方沖の隆起は珠洲沖セグメントに対応する位置で確認されている。

・海上保安庁（2024c）は，令和6年能登半島地震後に取得した水深データと2020年に北陸電力が取得した水深データの比較により珠洲市北東沖で約3mの隆起を確認し，
同じく地震後に取得した水深データと2000年から2001年にかけて海上保安庁が取得した水深データの比較により輪島市北方沖で約3mの隆起を確認したとしている。珠
洲市北東沖の隆起は珠洲沖セグメント，禄剛セグメント，輪島市北方沖の隆起は輪島沖セグメントに対応する位置で確認されている。

P.228，229

動的破壊シミュ
レーション

・Ando et al.（2025）は，動的破壊シミュレーションを実施するにあたり，井上・岡村（2010）の海底地質図に示される断層トレースを参考に，解析用の断層モデルの位置を設
定しており，概ね笹波沖断層帯（東部）～能登半島北部沿岸域断層帯～NT2・NT3に対応する位置に図示している。

・Enomoto et al.（2025）は，運動学的破壊モデルの構築にあたり，Fukushima et al.(2024)に基づき解析用の断層モデルを設定しており，概ね海士岬沖断層帯の北部～笹
波沖断層帯（東部）～能登半島北部沿岸域断層帯に対応する位置に7枚の断層モデルを図示している。

P.230，231
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【令和6年能登半島地震の震源断層に関する主な知見による震源断層の活動区間】
○ ：令和6年能登半島地震において当該断層による活動（破壊，すべり等）を示している

△ ：令和6年能登半島地震において当該断層付近の活動（破壊，すべり等）を示している

× ：令和6年能登半島地震において当該断層による活動（破壊，すべり等）はないとしている

— ：当該断層での活動（破壊，すべり等）について言及していない

No. 文献名 記載頁 NT2・NT3
能登半島北部
沿岸域断層帯

笹波沖断層帯 海士岬沖断層帯

21 Kutschera et al.（2024） P.209 △ ○ — —

22 京都大学（2024a，b） P.210 △ ○ △ —

23 Liu et al.（2024） P.211 △ ○ ○ —

24 Okuwaki et al.（2024） P.212
○

（西部のみ）
○ △ —

25 Kobayashi et al.（2025） P.213
○

（西部のみ）
○ △ △

26 Fujii and Satake（2024） P.214 ○ ○
○

（東部のみ）
×

27 二木ほか（2024） P.215 — ○ — —

28 Masuda et al.（2024） P.217
○

（西部のみ）
○ — —

29 Takagi et al.（2024） P.218 — ○ — △

30 Yamanaka et al.（2024） P.219 △ ○ △ —

31 Adriano et al.(2025) P.220 — ○ △ —

32 Chida et al.（2025） P.221 — ○ — △

33 Futagi et al.(2025) P.222 — ○ — —

34 Masuda et al.(2025) P.223 ○ ○
○

（東部のみ）
×

35 Mizutani et al.(2025) P.224 ○ ○
○

（東部のみ）
○

36 Mohanna et al.（2025） P.225 ○ ○
○

（東部のみ）
○

37 Umeda et al.(2025) P.226 — ○ △ —

38
産業技術総合研究所
（2024a，b）

P.227 — ○
○

（東部のみ）
○

39 Ando et al.（2025） P.230 ○ ○
○

（東部のみ）
—

40 Enomoto et al.（2025） P.231 △ ○
○

（東部のみ）
○

※1：地震調査委員会（2025a）は，令和6年能登半島地震の震源断層に海士岬沖断層帯を含めていないが，産業技術総合研究所（2024a，b）
[No.38]を引用し，本断層の北部がわずかに変位した可能性があるとしている。

※2：Shinohara et al.(2025)は，令和6年能登半島地震における猿山沖セグメント及び輪島沖セグメントの活動については言及していない。

No. 文献名 記載頁 NT2・NT3
能登半島北部
沿岸域断層帯

笹波沖断層帯 海士岬沖断層帯

1 地震調査委員会（2025a）
P.170,

174,176
○

（西部のみ）
○

○
（東部のみ）

○※1

2 Takahashi et al.（2026）
P.186，

187
— ○ × ×

3 Xu et al.（2024） P.188 ○ ○ △ △

4 Honda et al.(2025) P.189 ○ ○
○

（東部のみ）
—

5 Huang et al.(2025) P.190 ○ ○ △ —

6 蔵下ほか（2025） P.191 — — — ×

7 Peng et al.（2025） P.192 ○ ○ — —

8 Sawaki et al.（2025） P.193 — △ — —

9 Shiina et al.（2025） P.194 ○ ○ △ △

10 Shinohara et al.（2025） P.195 ○
○

（珠洲沖・禄剛セ
グメントのみ※2）

— —

11 Fukushima et al.（2024） P.196 △ ○
○

（東部のみ）
○

（北部のみ）

12 国土地理院（2024a） P.199 — ○ △ —

13 Ma et al.（2024） P.201 ○ ○
○

（東部のみ）
○

14 Chen et al.（2025） P.202 △ ○ ○ △

15 Ma et al.(2025) P.203
○

（西部のみ）
○ △ ○

16 Nakao et al.（2025） P.204 — ○
○

（東部のみ）
—

17 Yamada et al.（2025） P.205 ○ ○ △ △

18 Yamada and Ohta(2026) P.206 ○ ○ △ △

19 Guo et al.（2024） P.207
○

（西部のみ）
○ △ △

20
防災科学技術研究所
（2024）

P.208
○

（西部のみ）
○ △ △



【震源断層に関する知見（地震活動の分布）（地震調査委員会（2024b，c））】

震央分布図
（波形相関DD法により再決定した震源データ：2024年1月1日～1月10日，深さ0～40km，M≧2.0）

（地震調査委員会（2024c）（気象庁作成）に一部加筆）

赤線：地震調査委員会（2024a）の活断層
星形：M5.0以上の震源

笹波沖断層帯（東部）前ノ瀬東方断層帯

猿山沖セグメント猿山岬北方沖断層

各投影面の断面図
（地震調査委員会（2024c）（気象庁作成）に一部加筆）

猿山沖セグメント

笹波沖断層帯（西部）
海士岬沖断層帯前ノ瀬東方断層帯

猿山岬北方沖断層 輪島沖セグメント

輪島沖セグメント

珠洲沖セグメント能登半島北方沖断層

珠洲沖セグメント能登半島北方沖断層

禄剛セグメント能登半島北方沖断層

禄剛セグメント NT2・NT3

NT2・NT3

NT2・NT3

・地震調査委員会（2024b）によれば，M7.6の地震が発生した後，地震活動はさらに活発
になり，地震活動域は能登半島及びその北東側の海域を中心とする北東-南西に延び
る150km程度の範囲に広がっているとしている。
・地震調査委員会（2024c）は，気象庁が作成した2024年1月1日～1月10日までの波形相
関DD法により再決定した震源データを掲載している。
・震央分布図，断面図を判読すると海士岬沖断層帯～笹波沖断層帯（東部）～能登半島
北部沿岸域断層帯～NT2・NT3に地震活動が認められるが，笹波沖断層帯（西部）には
地震活動は拡大していない。

当社の断層トレースとの比較

：地震調査委員会（2024c）（気象庁作成）
に基づく震央の分布範囲

傾斜方向

志賀原子力発電所

志賀原子力発電所

第1328回審査会合 資料1-1
P.409 再掲
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【震源断層に関する知見（地震活動の分布）（地震調査委員会（2024c））】

赤線：地震調査委員会（2024a）の活断層

震央分布図
DD法により再決定した震源データ
2024年1月24日～2月22日，M≧1.6

（地震調査委員会（2024c）（東京大学ほか８機関資料）に一部加筆）

各投影面の断面図
（地震調査委員会（2024c）（東京大学ほか８機関資料）に一部加筆）

・地震調査委員会（2024c）は，東京大学ほか8機関により行われた能登半島北東沖に設
置した海底地震計の解析結果を掲載しており，西側グループ（能登半島北部沿岸域断
層帯に対応）は南東側に傾斜，中央・東側グループ（NT2・NT3に対応）は北西側に傾斜
しており，富山トラフ西縁断層（NT2・NT3に対応）の北端では地震活動がみられないと
報告している。

禄剛セグメント

NT2・NT3

NT2・NT3

NT2・NT3

NT2・NT3

NT2・NT3

NT2・NT3

NT2・NT3

NT2・NT3

NT2・NT3

NT2・NT3

禄剛セグメント

禄剛セグメント

禄剛セグメント能登半島北方沖断層能登半島北方沖断層

能登半島北方沖断層

能登半島北方沖断層

能登半島北方沖断層 禄剛セグメント

禄剛セグメント

珠洲沖セグメント

珠洲沖セグメント

当社の断層トレースとの比較

：地震調査委員会（2024c）（東京大学
ほか８機関資料）に基づく震央の分布
範囲

NWSENWSENW

傾斜方向

志賀原子力発電所

第1328回審査会合 資料1-1
P.410 再掲
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【震源断層に関する知見（地震活動の分布）（Takahashi et al.（2026））（1/2）】

・Takahashi et al.（2026）は，2024年4月22日から2024年7月2日にかけて能
登半島北部で臨時地震観測を行い，相対震源決定手法（DD法）により震
源再決定を行っている。その結果，再決定された震源は主に40～50度で
南東に傾斜する1枚の面形状を呈しているが，珠洲市ではほぼ平行する
二枚の断層面を確認している。
・臨時地震観測の結果から，令和6年能登半島地震では，2007年能登半島
地震の震源断層（笹波沖断層帯（東部））と同じ断層を再破壊しなかったと
している。また，海士岬沖断層帯付近には北西傾斜の震源分布が認めら
れるとしている。

：Takahashi et al.（2026）に基づく震央
の分布範囲

当社の断層トレースとの比較

震央分布図（Takahashi et al.（2026）に一部加筆）

震源分布図
（Takahashi et al.（2026）に一部加筆） 186
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右図断面位置

←NW SE→
能登半島北部沿岸域断層帯
（輪島沖セグメント）

能登半島北部沿岸域断層帯
（珠洲沖セグメント）能登半島北方沖断層

←NW SE→

←NW
SE→

能登半島北部沿岸域断層帯
（猿山沖セグメント）

←NW SE→

志賀原子力発電所



【震源断層に関する知見（地震活動の分布）（Takahashi et al.（2026））（2/2）】

震源分布図
（Takahashi et al.（2026）に一部加筆）

震源分布図
（Takahashi et al.（2026）に一部加筆）

←NW SE→ ←NW SE→
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R :能登半島北部沿岸域断層帯（猿山沖セグメント）

W :能登半島北部沿岸域断層帯（輪島沖セグメント）

S :能登半島北部沿岸域断層帯（珠洲沖セグメント）

M :笹波沖断層帯（東部）

N :能登半島北方沖断層

T ：富来川南岸断層 187



【震源断層に関する知見（地震活動の分布，地震波の解析，GNSS観測，合成開口レーダ画像）（Xu et al.（2024））】

：Xu et al.（2024）に基づく震源断層モデル

当社の断層トレースとの比較

震源分布及びCMT解より推定された断層モデル（Xu et al.（2024））

・Xu et al.(2024)は，地震波，GNSS及びSAR解析データを用いて破壊過程のイ
ンバージョン解析を行うために，気象庁震源データ，CMT解を基に断層モデル
を構築しており，概ね海士岬沖断層帯～能登半島北部沿岸域断層帯～NT２・
NT3に対応する位置に3枚のモデルを設定している。

志賀原子力発電所

震源分布図及び震源断面図（Xu et al.（2024））

188

巻末資料１ 令和6年能登半島地震に関する知見の概要



【震源断層に関する知見（地震活動の分布）（Honda et al.（2025））】

：Honda et al.（2025）に基づく震源断層モデル

当社の断層トレースとの比較

放射強度分布（Honda et al.（2025））

・Honda et al.（2025）は，K-net，KiK-net及び長野県内の震度観測点のデータを用い
て地震波を放射した領域を推定するにあたり断層面を設定しており，概ね能登半島
北部沿岸域断層帯～NT2・NT3に対応する位置に3枚の断層面を設定している。
・断層面は国交省ほか（2014）によるF42及びF43，文科省ほか（2015）によるNT9に
基づき構築したとしており，傾斜角についてはそれぞれ，能登半島北部沿岸域断層
帯に対応する断層モデルは35°～45°，NT2・NT3に対応する断層モデルは45°
としている。

志賀原子力発電所
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断層モデルの形状（Honda et al.（2025））

放射強度分布（0.5～5.0Hzの周波数帯を除く）（Honda et al.（2025））



【震源断層に関する知見（地震活動の分布，GNSS観測，合成開口レーダ画像，地震波の解析）（Huang et al.（2025））】

：Huang et al.（2025）に基づく震源断層モデル

当社の断層トレースとの比較

余震分布の震源再決定結果（Huang et al.（2025））

・Huang et al.(2025)は，地震波，強震動，GNSS及びSARデータを用いてすべり分布
のインバージョン解析を行うために，2024年1月1日～2024年1月28日の防災科研及
び気象庁による震源データを用いて震源再決定を行った結果から断層モデルを構
築している。
・概ね能登半島北部沿岸域断層帯～NT2・NT3に対応する位置に2枚の断層面が設
定されており，傾斜角については西側セグメント（能登半島北部沿岸域断層帯に対
応）で45°，東側セグメント（NT2・NT3に対応）で53°としている。志賀原子力発電所
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再決定された余震分布から設定した断層モデル及びすべり分布（Huang et al.（2025））



【震源断層に関する知見（地震活動の分布）（蔵下ほか（2025））】

：蔵下ほか（2025）に基づく震央の分布範囲

当社の断層トレースとの比較

震源分布図（蔵下ほか（2025）に一部加筆）

・蔵下ほか（2025）は，令和6年能登半島地震後に震源域西端付近における陸
海統合臨時地震観測を行い，相対震源決定手法（DD法）により震源再決定を
行っている。その結果，海士岬沖断層帯付近に北西傾斜の震源分布を確認し
ている。

志賀原子力発電所
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海士岬沖断層帯
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【震源断層に関する知見（地震活動の分布）（Peng et al.（2025））】

：Peng et al.（2025）に基づく震源断層モデルの位置

当社の断層トレースとの比較

震源分布図及び震源断面図（Peng et al.（2025））

・Peng et al.(2025)は，2018年1月1日から2024年2月19日の気象庁震源データ
を用いてhypoDD再決定法により震源再決定を行い，破壊過程を推定している。
その結果，再決定された震源位置から推定された断層モデルは既存の断層
モデル（F42，F43）と概ね一致するとしている。
・2007年能登半島地震の震源域周辺は，震源が拡散して分布し，これは本震
後に活動した複数の二次断層が関連している可能性があるとしている。

志賀原子力発電所
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F42



【震源断層に関する知見（地震活動の分布）（Sawaki et al.（2025））】

：Sawaki et al.（2025）に基づく震源断層モデル

当社の断層トレースとの比較

階層的クラスタリング手法により推定された断層モデル（Sawaki et al.（2025））

・Sawaki et al.(2025)は，2005年1月から2024年1月までの気象庁震源データを
用いて，震源分布を点群データとした階層的クラスタリング手法により震源断
層の形状を推定しており，概ね能登半島北部沿岸域断層帯に対応する位置
に3枚の断層モデルを図示している。

志賀原子力発電所
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【震源断層に関する知見（地震活動の分布）（Shiina et al.（2025））】

：Shiina et al.（2025）に基づく震央の分布範囲

当社の断層トレースとの比較

震源断面図（Shiina et al.（2025））

・Shiina et al.(2025)は，2005年1月1日～2024年1月31日の気象庁震源データを
用いて，震源位置の不確実性を定量化するためMarkov chain Monte Carlo法
（MCMC法）により震源再決定を行っている。その結果，北部沿岸（能登半島
北部沿岸域断層帯に対応）では既存の断層モデルと同様の南東傾斜を示し，
西部沿岸（笹波沖断層帯（東部）及び海士岬沖断層帯の北部に対応）では東
方向に傾斜が変化しており，異なる走向をもつ断層面を破壊したことを示唆す
るとしている。

志賀原子力発電所

震源分布図（Shiina et al.（2025））
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【震源断層に関する知見（地震活動の分布）（Shinohara et al.（2025））】

：Shinohara et al.（2025）に基づく震央の分布範囲

当社の断層トレースとの比較

震源断面図（Shinohara et al.（2025））

・Shinohara et al.(2025)は，2024年1月24日から2024年2月24日にかけて能登半
島北東の海域及び陸上で地震観測を行い，相対震源決定手法（DD法）により
震源再決定を行っている。その結果，再決定された震源から推定した断層面
の走向及び傾斜角は日本海地震・津波調査プロジェクトのモデル（NT2～
NT5）（能登半島北部沿岸域断層帯の北部～NT2・NT3に対応）と整合したとし
ている。

志賀原子力発電所

震源分布図（Shinohara et al.（2025））
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【震源断層に関する知見（GNSS観測，合成開口レーダ画像）（Fukushima et al.（2024））】

：Fukushima et al.（2024）に基づく震源断層モデル

当社の断層トレースとの比較

令和6年能登半島地震の本震及び余震の震源分布（Fukushima et al.（2024））

・Fukushima et al.(2024)は，GNSS及びSAR変位データを用いて断層すべりモデ
ルの推定を行うにあたり，本震のCMT解や余震分布に基づき断層面を設定し
ており，概ね笹波沖断層帯（東部）～海士岬沖断層帯の北部～能登半島北部
沿岸域断層帯に対応する位置に7枚の断層面を設定している。
・断層面を3つのセグメントに区分し，能登半島北部沿岸域断層帯に対応する
第1セグメントの傾斜角は東側で約60°，西側で約45°の変化を示すとしてい
る。
・笹波沖断層帯（東部）に対応する第2セグメントは2007年能登半島地震時に破
壊された震源断層で，傾斜角に関する記載はない。
・海士岬沖断層帯に対応する第3セグメントは，余震活動や既往研究が限られ
ていることから，第1セグメントの最も近い部分から外挿し，45°としている。

志賀原子力発電所

断層すべりモデルの解析結果（Fukushima et al.（2024）に一部加筆）
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【震源断層に関する知見（GNSS観測）（地震調査委員会（2024b），国土地理院（2024b））】

・地震調査委員会（2024b）は，地震に伴う地殻変動を整理しており，GNSS観測によると，
今回の地震に伴って輪島2観測点（国土地理院）で2.0m程度の南西方向への変動，
1.3m程度の隆起が見られたとしている。

令和6年能登半島地震の地震時地殻変動
（地震調査委員会（2024b）（京都大学，金沢大学，東北大学作成）に一部加筆）

令和6年能登半島地震前後の観測データ
（国土地理院（2024b）に一部加筆）

志賀原子力
発電所
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発電所
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発電所
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【震源断層に関する知見（合成開口レーダ画像）（地震調査委員会（2024b））】

・「だいち2号」が観測した合成開口レーダー画像の解析によると，輪島市西部
で最大4m程度の隆起，最大2m程度の西向きの変動，珠洲市北部で最大2m
程度の隆起，最大3m程度の西向きの変動が検出されたとしている。

「だいち2号」観測データの2.5次元解析結果
（地震調査委員会（2024b）に一部加筆）

志賀原子力
発電所
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【震源断層に関する知見（GNSS観測，合成開口レーダ画像）（国土地理院（2024a））】

地殻変動（電子基準点データ，SAR解析データ）を基に決定した震源断層モデル
（国土地理院（2024a））

・国土地理院（2024a）は，電子基準点データとSAR解析データから得られた地
殻変動を基に，震源断層モデルを決定しており，概ね能登半島北部沿岸域断
層帯に対応する位置に3枚の断層モデルを図示している。

：国土地理院（2024a）に基づく震源断層モデル

当社の断層トレースとの比較

志賀原子力発電所
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【震源断層に関する知見（GNSS観測）（地震調査委員会（2024b））】

・地震調査委員会（2024b）は，京都大学・金沢大学・東北大学が作成したGNSS
データから推定した震源断層モデルを掲載しており，概ね能登半島北部沿岸
域断層帯に対応する位置に3枚の断層モデルを図示している。

：地震調査委員会（2024b）（京都大学・金沢大学・
東北大学作成）に基づく震源断層モデル

当社の断層トレースとの比較

GNSSデータから推定した震源断層モデル
（地震調査委員会（2024b）（京都大学・金沢大学・東北大学作成））

志賀原子力発電所
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【震源断層に関する知見（GNSS観測，合成開口レーダ画像）（Ma et al.（2024））】

：Ma et al.（2024）に基づく震源断層モデル

当社の断層トレースとの比較

地震時のすべり分布の解析結果（Ma et al.（2024））

・Ma et al.(2024)は，GNSS及びSAR変位データを用いてすべり分布のインバージョン
解析を行うにあたり断層面を設定しており，概ね海士岬沖断層帯～能登半島北部
沿岸域断層帯～NT2・NT3に対応する位置に3枚の断層面を設定している。
・定常観測点データによる震源再決定結果，反射法地震探査，地質図に基づき，断
層形状を設定しており，傾斜角についてはそれぞれ，海士岬沖断層帯に対応する
断層モデルは35°，能登半島北部沿岸域断層帯に対応する断層モデルは44.8°，
NT2・NT3に対応する断層モデルは70°としている。

志賀原子力発電所
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：Ma et al.(2024)において断層形状の設定にあたり参照した反
射法地震探査の測線（Ishiyama et al.(2017)に基づき記載）



【震源断層に関する知見（GNSS観測，合成開口レーダ画像）（Chen et al.（2025））】

：Chen et al.（2025）に基づく震源断層モデル

当社の断層トレースとの比較

GNSS観測及び合成開口レーダ画像データを用いたインバージョン解析結果（Chen et al.（2025））

・Chen et al.(2025)は，GNSS及びSAR解析データを用いてすべり分布のインバージョン
解析を行うにあたり断層面を設定しており，概ね笹波沖断層帯～能登半島北部沿岸
域断層帯に対応する位置に断層面を設定している。
・インバージョン解析の結果，得られた最適な断層モデルは走向/傾斜：51.5°/34.8°
としている。

志賀原子力発電所
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【震源断層に関する知見（GNSS観測，合成開口レーダ画像）（Ma et al.（2025））】

：Ma et al.（2025）に基づく震源断層モデル

当社の断層トレースとの比較

アフタースリップの分布の解析結果（Ma et al.（2025））

・Ma et al.(2025)は，GNSS及びSAR変位データにより取得した余効変動を用いてアフ
タースリップを推定するインバージョン解析を行うにあたり，Ma et al.(2024)に基づき
断層面を設定している。
・解析の結果，アフタースリップは中央の断層面（能登半島北部沿岸域断層帯に対
応）で顕著であり，主に地震時すべりの周囲に分布し全体として補完的なパターン
を形成したとしている。

志賀原子力発電所
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【震源断層に関する知見（GNSS観測，合成開口レーダ画像）（Nakao et al.（2025））】

：Nakao et al.（2025）に基づく震源断層モデル

当社の断層トレースとの比較

GNSS観測及び合成開口レーダ画像データを用いた断層形状・すべり分布の解析結果（Nakao et al.（2025））

・Nakao et al.(2025)は，GNSS及びSAR解析データを用いて断層形状とすべり分布を推
定するインバージョン解析を行うにあたり3種類の断層モデルを設定している。解析の
結果，３セグメントに分割したモデルが観測記録を最も説明できるとしており，概ね能
登半島北部沿岸域断層帯に対応する位置に設定されている。
・インバージョン解析の結果，得られた最適な断層モデルの傾斜角は34.44°～50.83°
としている。

志賀原子力発電所
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【震源断層に関する知見（GNSS観測，合成開口レーダ画像）（Yamada et al.（2025））】

・Yamada et al.（2025）は，GNSS及びSAR変位データを再現する平面断層モデ
ルとリストリック断層モデルの傾斜角の検証を行うために，日本海地震・津波
調査プロジェクトのモデルを参考に設定しており，海士岬沖断層帯～能登半
島北部沿岸域断層帯～NT2・NT3に対応する位置に6枚の断層面を設定して
いる。
・NT2・NT3に対応する断層（Fault1，2）は，文科省ほか（2014）に基づき50°とし
ている。
・能登半島北部沿岸域断層帯に対応する断層の内，禄剛セグメントに対応する
断層（Fault3）は，文科省ほか（2014）に基づき60°としている。
・海士岬沖断層帯～輪島沖セグメントに対応する断層（Fault4，5，6）は，平面断
層モデルとして30°～60°で傾斜角を変化させて検討した結果，45°が最も
再現性がよいとしている。ただし，Fault4，6については，傾斜角の仮定が再現
への寄与が小さいとしている。
・また，リストリック断層モデルとして，浅部で60°，深部で25°の断層モデルを
設定し，地表変位をよく説明できるとしている。

GNSSデータ，合成開口レーダ画像から推定した震源断層モデル
（Yamada et al.（2025）に一部加筆）

： Yamada et al.（2025）に基づく震源断層
モデル（Plain Fault Model）

当社の断層トレースとの比較

※

※：Yamada et al.（2025）は，海士岬沖断層帯付
近に位置するFault 6の傾斜角を45°として
検討を行っているが，当社は海士岬沖断層
帯の傾斜角について，文献調査の結果（文
科省ほか（2015），地震調査委員会（2024a））
から60°と評価している。

※

第1328回審査会合 資料1-1
P.416 一部修正

紫字：第1328回審査会合以降に変更した箇所
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【震源断層に関する知見（GNSS観測，合成開口レーダ画像）（Yamada and Ohta（2026））】

206

巻末資料１ 令和6年能登半島地震に関する知見の概要

：Yamada and Ohta（2026）に基づく震源断層モデル

当社の断層トレースとの比較

ベイズインバージョン解析によるすべり分布（Yamada and Ohta（2026））

・Yamada and Ohta（2026）は，GNSS及びSAR変位データを用いたベイズイン
バージョン解析によりすべり分布と相関長を同時に推定するにあたり，
Yamada et al.(2025)に基づき断層面を設定しており，海士岬沖断層帯～能登
半島北部沿岸域断層帯～NT2・NT3に対応する位置に6枚の断層面を設定し
ている。
・解析の結果，Fault4（能登半島北部沿岸域断層帯の北東部に対応）における
推定結果は不確実性が高く，これはFault4が沖合に延びており陸所観測網か
らの感度が低いためであるとしている。

志賀原子力発電所



【震源断層に関する知見（地震波の解析）（Guo et al.（2024））】

・Guo et al.（2024）は，地震波のインバージョン解析により破壊過程の推定を行うにあた
り，定常観測点データを用いて震源再決定した余震分布に基づき，解析用の断層モ
デルを設定しており，概ね海士岬沖断層帯～能登半島北部沿岸域断層帯～NT2・
NT3に対応する位置に5枚の断層モデルを図示している（北東の断層はセグメントEも
しくはセグメントFのいずれかで設定している）。

：Guo et al.（2024）に基づく震源断層モデル

当社の断層トレースとの比較

破壊過程の推定に用いた断層モデル（Guo et al.（2024）に一部加筆）

志賀原子力発電所
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【震源断層に関する知見（地震波の解析）（地震調査委員会（2024c），防災科学技術研究所（2024））】

震源インバージョン解析に使用した断層面モデル
（地震調査委員会（2024c）（防災科学技術研究所作成））

左図：北東部を北西傾斜とした断層モデルでの解析結果，右図：北東部を南東傾斜とした断層モデルでの解析結果

・地震調査委員会（2024c）は，防災科学技術研究所が行った震源過程解析を
掲載している。防災科学技術研究所（2024）によれば，強震観測網の強震波
形記録を用いた震源インバージョン解析を行うにあたり断層面を設定しており，
概ね海士岬沖断層帯の北部～能登半島北部沿岸域断層帯～NT2・NT3に対
応する位置に6枚の断層モデルを図示している。

カラー部：すべり分布の地表投影
星形：破壊開始点
青丸：地震発生後1日間の余震の空間分布
灰色線：地震調査委員会（2024a）の海域活断層

：地震調査委員会（2024c）（防災科学技術研
究所作成）に基づく震源断層モデル
（北東部を北西傾斜としたモデル）

当社の断層トレースとの比較

志賀原子力発電所

第1328回審査会合 資料1-1
P.417 再掲
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【震源断層に関する知見（地震波の解析）（Kutschera et al.（2024））】

：Kutschera et al.（2024）に基づく震源断層
モデルの位置

当社の断層トレースとの比較

推定された断層モデル（Kutschera et al.（2024）に一部加筆）

・Kutschera et al.(2024)は，地震時の遠地及び強震動データにmulti-CMTサブ
イベントインバージョン法を適用し断層モデルを推定しており，概ね能登半島
北部沿岸域断層帯に対応する位置に5枚の断層モデルを示している。
・推定された断層モデルを用いた津波シミュレーションを行った結果，男鹿～西
後における9箇所での観測記録と概ね一致するとしている。

志賀原子力発電所

断層モデルによる鉛直地盤変動量と観測値の比較（Kutschera et al.（2024））
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【震源断層に関する知見（地震波の解析）（京都大学（2024a，b））】

・京都大学（2024a，b）は，インバージョン解析により震源過程の推定を行うにあ
たり，解析用の断層モデルを設定しており，概ね能登半島北部沿岸域断層帯
に対応する位置に4枚の断層モデルを図示している。

：京都大学（2024b）に基づく震源断層モデルの範囲

当社の断層トレースとの比較

震源過程の推定に用いた断層モデル（京都大学（2024b）に一部加筆）

志賀原子力発電所

第1328回審査会合 資料1-1
P.418 再掲
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【震源断層に関する知見（地震波の解析，GNSS観測，合成開口レーダ画像）（Liu et al.（2024））】

：Liu et al.（2024）に基づく震源断層モデル

当社の断層トレースとの比較

地震波，GNSS観測及び合成開口レーダ画像データを用いたすべりモデルの解析結果（Liu et al.（2024））

・Liu et al.(2024)は，地震波， GNSS及びSAR解析データを用いてすべり分布の
インバージョン解析を行うにあたり断層面を設定しており，概ね笹波沖断層帯
（東部）～能登半島北部沿岸域断層帯に対応する位置に断層面を設定してい
る。
・震源再決定（Yoshida et al.（2023），Kato（2024））結果を基に，南東傾斜42°
の単一矩形断層モデルを設定している。

志賀原子力発電所
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【震源断層に関する知見（地震波の解析）（Okuwaki et al.（2024））】

：Okuwaki et al.（2024）に基づく震源断層モデル

当社の断層トレースとの比較

・Okuwaki et al.(2024)は，遠地地震波を用いたインバージョン解析により破壊過
程を推定するにあたり解析用の断層モデルを設定しており，概ね笹波沖断層
帯～能登半島北部沿岸域断層帯～NT2・NT3に対応する位置に2枚の断層モ
デルを図示している。
・PDTI法により設定した断層モデルは，笹波沖断層帯～能登半島北部沿岸域
断層帯に対応する断層として走向/傾斜：55°/35°，NT2・NT3に対応する断
層として走向/傾斜：225°/35°としている。

志賀原子力発電所

ポテンシー率密度テンソル分布（Okuwaki et al.（2024））
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【震源断層に関する知見（地震波の解析，GNSS観測）（Kobayashi et al.（2025））】

：Kobayashi et al.（2025）に基づく震源断層モデル

当社の断層トレースとの比較

震源インバージョン解析に用いた断層モデル（Kobayashi et al.（2025））

・Kobayashi et al.(2025)は，強震動，遠地地震波及びGNSSデータを用いた震源イン
バージョン解析を行うにあたり，再決定した余震分布（傾斜角）と地震調査委員会
（2024a）の断層（断層位置），海上保安庁及び産業技術総合研究所の海底調査結果
（断層位置）及び篠原ほか（2024）の余震分布（北東沖の断層の深度）から断層面を
設定しており，概ね海士岬沖断層帯～能登半島北部沿岸域断層帯～NT3に対応する
位置に6枚の断層面を設定している。

志賀原子力発電所
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【震源断層に関する知見（津波波形の解析）（Fujii and Satake（2024））】

：Fujii and Satake（2024）に基づく震源断層
モデル

当社の断層トレースとの比較

震源インバージョン解析に用いた断層モデル（Fujii and Satake（2024））

志賀原子力発電所

・Fujii and Satake(2024)は，日本海地震・津波調査プロジェクトに基づき解析用
の断層モデル（NT2～NT9）を設定し，津波波形とGNSSデータを用いた震源イ
ンバージョン解析を行っている。
・その結果，能登半島北東の北西傾斜の断層（NT2，NT3）は，能登半島北岸の
南東傾斜の断層（NT4，NT5，NT6，NT8）と比較してほとんどすべっていないと
している。
・また，NT9のすべりを0としており（上表赤枠），隣接するNT8における小さなす
べりがNT9のさらなる破壊を防いだ可能性があるとしている。

震源インバージョン解析結果（Fujii and Satake（2024））
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【震源断層に関する知見（津波波形の解析）（二木ほか（2024））】

・二木ほか（2024）は，各研究機関の波源を用いた津波伝播解析
結果を踏まえ，波源を再考し，能登半島北岸に沿った約95kmの
波源を設定している。
・本波源により，国土地理院の波源モデルに比べ，観測記録の再
現性が向上したとしている。

：二木ほか（2024）
に基づく波源位置

当社の断層トレースとの比較

二木ほか（2024）による波源

志賀原子力発電所

第1328回審査会合 資料1-1
P.420 再掲
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【震源断層に関する知見（津波波形の解析）（地震調査委員会（2024c）（気象研究所・気象庁作成））】

赤色の網掛け領域：推定された津波の波源域
曲線：各観測点からの逆伝播波面
星印：2024年1月1日16時10分の震央
黒丸印：同日16時以降1日間の地震の震央
赤線：地震調査委員会（2024a）の活断層

津波の逆伝播解析結果
（地震調査委員会（2024c）（気象研究所・気象庁作成））

・地震調査委員会（2024c）は，気象研究所・気象庁が作成した津波の逆伝播解
析結果を掲載しており，概ね笹波沖断層帯（東部）と能登半島北部沿岸域断
層帯に対応する位置に波源域を推定している。

：地震調査委員会（2024c）（気象研究所・気象庁作成）
に基づく波源域

当社の断層トレースとの比較

志賀原子力発電所

第1328回審査会合 資料1-1
P.419 再掲
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【震源断層に関する知見（津波波形の解析）（Masuda et al.（2024））】

：Masuda et al.（2024）に基づく震源断層モデル

当社の断層トレースとの比較

津波伝播解析に用いた断層モデル（Masuda et al.（2024））

・Masuda et al.(2024)は，複数の既往の断層モデルを用いた津波伝播解析によ
り，地震時の津波観測記録の再現性を比較した結果，国土交通省に基づく断
層モデル（F42の西部及びF43の同時破壊）が観測記録を最もよく説明できる
としている。

志賀原子力発電所

津波伝播解析結果（Masuda et al.（2024））
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【震源断層に関する知見（津波波形の解析）（Takagi et al.（2024））】

：Takagi et al.（2024）に基づく断層モデル

当社の断層トレースとの比較

津波伝播解析に用いた震源断層モデル（Takagi et al.（2024））

・Takagi et al.(2024)は，大きな津波高が観測された能登半島の飯田湾における
津波の挙動と特性を把握するための数値解析を行うにあたり，国土地理院が
推定した断層モデル（2024年1月15日版）を解析用の断層モデルとして設定し
ており，概ね海士岬沖断層帯～能登半島北部沿岸域断層帯に対応する位置
に2つの断層面を設定している。

志賀原子力発電所

数値解析による能登半島の最大上昇水位（Takagi et al.（2024））
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【震源断層に関する知見（津波波形の解析）（Yamanaka et al.（2024））】

：国土地理院（2024a）による波源

当社の断層トレースとの比較

・Yamanaka et al.(2024)は，能登半島の飯田湾における津波波形を再現するために，国土
地理院（2024a）による波源の初期海面変動を修正した「修正震源」を設定し，津波伝播
解析を行っている。
・修正震源により推定される北東部の正の変位は既往の知見が示す大すべり域の位置と
整合的であるとしており，概ねNT2・NT3に対応する位置に示されている。

志賀原子力発電所

飯田湾における津波波形の再現解析結果（Yamanaka et al.（2024））

：Yamanaka et al.（2024）に基づく修正波
源北東部の正の変位位置
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【震源断層に関する知見（津波波形の解析）（Adriano et al.（2025））】

：Adriano et al.（2025）に基づく震源断層モデル

当社の断層トレースとの比較

設定した断層モデル及びすべり分布（Adriano et al.（2025））

・Adriano et al.(2025)は，建物の破壊と津波浸水深との関係を調査するにあたり，津
波シミュレーション解析により，能登半島東岸の津波観測高を最もよく再現できる断
層モデルを国土地理院（2024a）に基づき構築している。
・構築した断層モデルは概ね能登半島北部沿岸域断層帯に対応する位置に3枚設定
されており，傾斜角は西部のモデルからそれぞれ，40.6°，54.9°，59.0°としている。志賀原子力発電所
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津波伝播解析に用いた断層モデル（Adriano et al.（2025））
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【震源断層に関する知見（津波波形の解析）（Chida et al.（2025））】

：Chida et al.（2025）に基づく震源断層モデル

当社の断層トレースとの比較

設定した断層モデル及び初期水位分布（Chida et al.（2025））

・Chida et al.(2025)は，珠洲市飯田港において観測された短周期の波の発生メカニズム
の解明を目的に，国土地理院（2024年1月2日版，同年同月15日版，同年同月30日版）
及びFujii and Satake(2024)によるモデルを用いた数値計算結果と観測データの比較を
行っている。
・その結果，国土地理院（2024年1月15日版）による断層モデル（gsi0115）を用いた津波
シミュレーションが飯田港において観測された津波を最もよく再現できるとしている。志賀原子力発電所
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津波伝播解析に用いた断層モデル（Chida et al.（2025）に一部加筆）
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【震源断層に関する知見（津波波形の解析）（Futagi et al.（2025））】

当社の断層トレースとの比較

数値解析による最大津波高の分布（Futagi et al.（2025））

・Futagi et al.(2025)は，舳倉島における現地調査により得られた津波高分布と数値シ
ミュレーション結果を比較にするにあたり，二木ほか（2024）に基づき断層モデルを設
定している。
・比較の結果，数値シミュレーション結果は漂流物や家屋被害の分布などの現地調
査結果と概ね整合したとしている。

志賀原子力発電所

222

巻末資料１ 令和6年能登半島地震に関する知見の概要

：Futagi et al.（2025）に基づく波源位置

津波伝播解析に用いた震源断層モデル（Futagi et al.（2025））



【震源断層に関する知見（津波波形の解析）（Masuda et al.（2025））】

：Masuda et al.（2025）に基づく震源断層モデル

当社の断層トレースとの比較

津波伝播解析に用いた断層モデル（Masuda et al.（2025）に一部加筆）

・Masuda et al.(2025)は，津波波形と津波痕跡高を用いてサロゲートモデルを適
用したインバージョン解析によりすべり分布を推定するにあたり，Fujii and 
Satake(2024)に基づき解析用の断層モデルを設定している。
・解析の結果，最大すべり量はNT3上に示されたが，津波インバージョン解析で
直接かつ信頼性高く推定できるのは海面変位のみであるとしている。また，
NT9におけるすべりを0と推定している（上表赤枠）。

志賀原子力発電所

津波インバージョン解析結果（Masuda et al.（2025））
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【震源断層に関する知見（津波波形の解析，GNSS観測，合成開口レーダ画像）（Mizutani et al.（2025））】

：Mizutani et al.（2025）に基づく震源断層モデル

当社の断層トレースとの比較当社の断層トレースとの比較

志賀原子力発電所

津波波形，GNSS及びSAR変位データを用いたジョイントインバージョン解析結果（Mizutani et al.（2025））

・Mizutani et al.(2025)は，日本海地震・津波調査プロジェクトに基づき解析用の
断層モデル（NT2～NT6，NT8，NT9）を設定し，津波波形，GNSS及びSAR変
位データを用いたジョイントインバージョン解析を行い，赤池のベイズ情報量
規準（ABIC）に基づき3種類の傾斜角を評価している。
・その結果，リストリックモデルとして浅部で70°，深部で35°に設定したモデ
ルが地表変位をよく説明できるとしている。
・また，Fujii and Satake(2024)においてほとんどすべっていないとした能登半島
北東の北西傾斜の断層（NT2，NT3）に約3～4mのすべり量を示しているが，こ
れは使用した津波観測記録の違いが要因であり，直江津で観測された津波を
再現するためにはNT2・NT3ですべりの発生が必要であるとしている。



【震源断層に関する知見（津波波形の解析，GNSS観測，合成開口レーダ画像）（Mohanna et al.（2025））】

：Mohanna et al.（2025）に基づく震源断層モデル

当社の断層トレースとの比較

・Mohanna et al.(2025)は，津波波形，GNSS及びSAR変位データを用いて地震
時の変位を推定するインバージョン解析を行うにあたり，Ma et al.(2024)に基
づき断層面を設定しており，概ね海士岬沖断層帯～能登半島北部沿岸域断
層帯～NT3に対応する位置に3枚の断層モデルを設定している。
・海士岬沖断層帯に対応する断層モデルは走向/傾斜：31.7°/35°，能登半
島北部沿岸域断層帯に対応する断層モデルは走向/傾斜：62.4°/44.8°，
NT3に対応する断層モデルは走向/傾斜：230°/70°としている。

志賀原子力発電所

津波波形，GNSS及びSAR変位データを用いたインバージョン解析結果（Mohanna et al.（2025））
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【震源断層に関する知見（津波波形の解析）（Umeda et al.（2025））】

：Umeda et al.（2025）に基づく震源断層モデル

当社の断層トレースとの比較

・Umeda et al.（2025）は，令和6年能登半島地震による津波の伝搬特性を調査
するための数値解析を行うにあたり，国土地理院（2024a）によるモデルを解析
用の断層モデルとして設定している。

当社の断層トレースとの比較

志賀原子力発電所

津波伝播解析に用いた断層モデル（Umeda et al.（2025））

津波伝播解析に用いた断層モデル位置及び能登半島周辺の海底地形（Umeda et al.（2025））

S1

S2

S3



【震源断層に関する知見（海上音波探査）（産業技術総合研究所（2024a，b））】

・産業技術総合研究所（2024a，b）によれば，令和6年能登半島地震後に取得し
た高分解能音波探査・海底地形調査データと2007年から2008年にかけて取
得した同等のデータを比較し，能登半島北岸断層帯の猿山沖区間（猿山沖セ
グメントに対応），輪島沖区間（輪島沖セグメントに対応），珠洲沖区間（珠洲
沖セグメントに対応），門前断層帯門前沖区間及び海士岬沖東断層での隆起
が認められる。
・地震調査委員会（2024d）及び地震調査員会（2025a）は，これらの隆起が令和
6年能登半島地震に伴う変動を示している可能性が高いとしている。

音波探査データ・海底地形調査データの比較結果
（産業技術総合研究所（2024b）に一部加筆）

第1328回審査会合 資料1-1
P.421 一部修正
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紫字：第1328回審査会合以降に変更した箇所



【震源断層に関する知見（海底地形調査）（海上保安庁（2024a，b，c））】

・海上保安庁（2024a，b）は，令和6年能登半島地震後に取得した水深データと2003年に取得した水深データの比較により能登半島北西沖で約3mの隆起を確認し，同じく地震後に
取得した水深データと2002年に取得した水深データの比較により珠洲市北方沖で約4mの隆起を確認したとしている。
・能登半島北西沖の隆起は猿山沖セグメント，珠洲市北方沖の隆起は珠洲沖セグメントに対応する位置で確認されている。
・海上保安庁（2024c）は，令和6年能登半島地震後に取得した水深データと2020年に北陸電力が取得した水深データの比較により珠洲市北東沖で約3mの隆起を確認し，同じく地
震後に取得した水深データと2000年から2001年にかけて海上保安庁が取得した水深データの比較により輪島市北方沖で約3mの隆起を確認したとしている（図は次頁）。
・珠洲市北東沖の隆起は珠洲沖セグメント，禄剛セグメント，輪島市北方沖の隆起は輪島沖セグメントに対応する位置で確認されている。

令和6年能登半島地震後の海底地形等解析結果
（海上保安庁（2024c）に一部加筆）

※1

※2

※1：海上保安庁（2024a)
※2：海上保安庁（2024b）
※3：珠洲市北東沖及び輪島市北方沖における海底地形解析結果は次頁。

※3

※3

第1328回審査会合 資料1-1
P.422 再掲
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【震源断層に関する知見（海底地形調査）（海上保安庁（2024c））】

珠洲市北東沖及び輪島市北方沖における海底地形解析結果
（海上保安庁（2024c）に一部加筆）

第1328回審査会合 資料1-1
P.423 再掲
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【震源断層に関する知見（動的破壊シミュレーション）（Ando et al.（2025））】

：Ando et al.（2025）に基づく断層トレースの位置

当社の断層トレースとの比較

令和6年能登半島地震・余震の震源分布及び解析用の断層トレース位置（Ando et al.（2025））

・Ando et al.（2025）は，動的破壊シミュレーションを実施するにあたり，井上・岡
村（2010）の海底地質図に示される断層トレースを参考に，解析用の断層モデ
ルの位置を設定しており，概ね笹波沖断層帯（東部）～能登半島北部沿岸域
断層帯～NT2・NT3に対応する位置に図示している。
・各代表的な走向方向に対して，一定の傾斜角を仮定しており，笹波沖断層帯
と能登半島北部沿岸域断層帯に対応する断層は40°，NT2・NT3に対応する
断層は感度試験のため45～60°の範囲で設定し，50°が最もよく一致する角
度であるとしている。志賀原子力発電所
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【震源断層に関する知見（動的破壊シミュレーション）（Enomoto et al.（2025））】

：Enomoto et al.（2025）に基づく震源断層モデル

当社の断層トレースとの比較

最適な断層モデルによる地震時の破壊シミュレーション解析結果（Enomoto et al.（2025））

・Enomoto et al.（2025）は，運動学的破壊モデルの構築にあたり，Fukushima et 
al.(2024)に基づき解析用の断層モデルを設定しており，概ね海士岬沖断層帯
の北部～笹波沖断層帯（東部）～能登半島北部沿岸域断層帯に対応する位
置に7枚の断層モデルを図示している。

志賀原子力発電所
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巻末資料２ M-Δ図
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○連動評価の検討対象断層として選定した35の組合せ（P.4）及び検討対象断層の組合せに含まれていない後期更新世以降の活動が否定できない断層等について
のM-Δ図を以下に示す。

○35の組合せのうち，海域に関連する検討対象断層の組合せ（▲，△）（22ケース）と陸域に関連する検討対象断層の組合せ（●）（13ケース）のうち，敷地への影響
が相対的に大きい５ケースについては， 黄色網掛けを行った。

○当資料では，viii 笹波（全長）-能登北岸断層帯-NT2・NT3断層帯と羽咋沖東撓曲，ix 笹波（全長）-能登北岸断層帯-NT2・NT3断層帯とKZ3・KZ4，x 海士岬-笹
波（東部）-能登北岸断層帯-NT2・NT3断層帯と羽咋沖東撓曲，xi 海士岬-笹波（東部）-能登北岸断層帯-NT2・NT3断層帯と羽咋沖西撓曲の説明を行う。

○なお，拡大図（敷地の距離が5km～30kmかつM6.6以上の規模）に関しては，次頁に示す。

Ｍ－Δ図（検討対象断層として選定した組合せ）

・この図は，断層長さから推定されるマグニチュード（M）と敷地からの
距離（Δ）※3の関係から，各断層による敷地への影響を簡易的に
比較するために作成したものである。

・地震動評価では，孤立した短い活断層として評価している断層につ
いては審査ガイドを踏まえ，地震発生層を飽和する断層面を考慮
してMを設定するが，ここでは全ての断層等について松田（1975）
による断層長さとマグニチュードの関係式によりMを算出した。

・Ⅳ，Ⅴ，Ⅵは，旧気象庁震度階級で，震度の境界線は村松
（1969），勝又・徳永（1971）による。

※1：並走して分布する断層の組合せであることから，連動を考慮した場合でも全体としての
断層長さが個別断層の長さを超えることはなく，敷地からの距離も変わらないため ，個
別断層の値を図示する。

※2：「笹波沖断層帯（全長）と羽咋沖西撓曲」，「笹波沖断層帯（全長）と羽咋沖東撓曲」，
「笹波沖断層帯（全長）とKZ3・KZ4」，「海士岬沖断層帯と羽咋沖東撓曲」及び「海士岬
沖断層帯と羽咋沖西撓曲」の連動を考慮した場合を追加して図示する。

※3：敷地と断層の両端点を結んだ線分の中点の距離から算出

敷地周辺陸域，敷地周辺海域の断層について，それぞれのM-Δ図は第1371回審査会合 資料1-2 補足資料2.1-1

【凡 例】

≪マーカー≫

陸域に関連する検討対象断層の組合せ（連動を考慮した場合）

海域に関連する検討対象断層の組合せ（連動を考慮した場合）
（第1382回審査会合時点で既に連動を考慮しているものと
今回連動を考慮したもの）

▲

●

黄色網掛け：敷地への影響が相対的に大きいケース

（マグニチュード（M）がより大きい，かつ，敷地からの距離（Δ）がより小さいものが他に存在しない断層の組合せ）

後期更新世以降の活動が否定できない断層等（陸域）●

△ 海域に関連する検討対象断層の組合せ（連動を考慮した場合）
（第1382回審査会合時点で連動を考慮していないもの）

後期更新世以降の活動が否定できない断層等（海域）▲

viii  笹波（全長）-能登北岸-NT2・NT3
断層帯と羽咋沖東撓曲
（笹波沖断層帯（全長）と羽咋沖東撓曲※2）

後期更新世以降の活動が認められない断層等（海域）

対応する断層が認められない（海域）

▲

▲

xxx富山湾西側海域断層帯と砺波平野（西部）-高岡断層帯

xxxii 砺波平野断層帯（東部）と呉羽山断層帯

xxxi 砺波平野断層帯（西部）と御母衣断層

xxxiv 魚津断層帯と能登半島東方沖の断層

Ⅳ

Ⅴ

Ⅵ

xxiii 邑知潟南縁-森本・富樫断層帯と砺波平野断層帯（西部）
（砺波平野断層帯（西部）※1）

xxvii 能都断層帯と滝ノ坊断層
xxviii 能都-滝ノ坊断層帯と富山湾西側海域断層

（能都-滝ノ坊断層帯※1）

xxix 砺波平野断層帯（西部）と高岡断層

xxxv KZ6と石川県西方沖の断層

v 海士岬-笹波（東部）-能登北岸断層帯とNT2・NT3

vi 笹波（全長）-能登北岸断層帯とNT2・NT3
iv 笹波沖断層帯（全長）と能登半島北部沿岸域断層帯

iii 海士岬-笹波（東部）と能登北部沿岸域断層帯

xxviii 能都-滝ノ坊断層帯と富山湾西
側海域断層（富山湾西側海域
断層帯※1）

Ⅷ 福井平野東縁断層帯

Ⅴ 牛首断層帯

Ⅵ 跡津川断層帯

Ⅸ～Ⅻ 糸魚川－静岡構造線活断層系

xv 富来川南岸断層と酒見断層
（富来川南岸断層※1）

xxii 邑知潟南縁断層帯と森本・富樫断層帯
xxiii 邑知潟南縁-森本・富樫断層帯と砺波平野断層帯（西部）

（邑知潟南縁-森本・富樫断層帯※1）

ⓢ NT1

ⓑ 沖ノ瀬断層

ⓡ 能登半島北方沖断層ⓠ KZ5

xxxiii 呉羽山断層帯と魚津断層帯

xiii 碁盤島沖断層と富来川南岸断層

vii 笹波（全長）-能登北岸-NT2・NT3断層帯と羽咋沖西撓曲※2

xi 海士岬-笹波（東部）-能登北岸-NT2・NT3断層帯と羽咋沖西撓曲※2

xii 福浦断層と兜岩沖断層
（福浦断層※1）

xii 福浦断層と兜岩沖断層
（兜岩沖断層※1）

ix 笹波（全長）-能登北岸-NT2・NT3とKZ3・KZ4
（笹波沖断層帯（全長）とKZ3・KZ4※2）

xxvi 前ノ瀬東方断層帯と
能登半島北部沿岸域断層帯

xiv 碁盤島沖断層と海士岬沖断層帯
（碁盤島沖断層※1）

拡大図（次頁）

xxv 前ノ瀬東方断層帯と
猿山岬北方沖断層 xxiv 前ノ瀬東方断層帯

とKZ3・KZ4

xvi 富来川南岸断層と富来川断層

viii  笹波（全長）-能登北岸-NT2・NT3断層帯と羽咋沖東撓曲
x 海士岬-笹波（東部）-能登北岸-NT2・NT3断層帯と羽咋沖東撓曲※2

ⓙ Fu1断層

ⓒ 猿山岬以西の断層

Ⓘ島別所北リニアメント

Ⓙ N-1断層 Ⓙ N-2断層

Ⓙ N-8断層

Ⓗ 無関断層

ix 笹波（全長）-能登北岸-NT2・NT3とKZ3・KZ4※2

巻末資料２ M-Δ図

M-Δ図

xix 眉丈山第２断層と邑知潟南縁断層帯
（眉丈山第２断層※1）

ⓐ Fu2断層



【Ｍ-Δ図（拡大図）】
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・連動評価にあたって検討することとした断層の組合せについてのM-Δ図の拡大図を以下に示す。

・この図は，断層長さから推定されるマグニチュード（M）と敷地からの距離（Δ）※3の関係か
ら，各断層による敷地への影響を簡易的に比較するために作成したものである。

・地震動評価では，孤立した短い活断層として評価している断層については審査ガイドを踏
まえ，地震発生層を飽和する断層面を考慮してMを設定するが，ここでは全ての断層等に
ついて松田（1975）による断層長さとマグニチュードの関係式によりMを算出した。

・Ⅴ，Ⅵは，旧気象庁震度階級で，震度の境界線は村松（1969），勝又・徳永（1971）による。

※3：敷地と断層の両端点を結んだ線分の中点の距離から算出

※1：並走して分布する断層の組合せであることから，連動を考慮した場合でも全体としての断層長さが個別断層
の長さを超えることはなく，敷地からの距離も変わらないため ，個別断層の値を図示する。

Ｍ－Δ図 拡大図
（敷地からの距離が5km～30kmかつM6.6以上の規模）

※2：「笹波沖断層帯（全長）と羽咋沖西撓曲」，「笹波沖断層帯（全長）と羽咋沖東撓曲」，「笹波沖断層帯（全長）と
KZ3・KZ4」，「海士岬沖断層帯と羽咋沖東撓曲」及び「海士岬沖断層帯と羽咋沖西撓曲」の連動を考慮した場合
を追加して図示する。

【凡 例】

≪マーカー≫

▲

●

△

陸域に関連する検討対象断層の組合せ（連動を考慮した場合）

海域に関連する検討対象断層の組合せ（連動を考慮した場合）
（第1382回審査会合時点で既に連動を考慮しているものと
今回連動を考慮したもの）

海域に関連する検討対象断層の組合せ（連動を考慮した場合）
（第1382回審査会合時点で連動を考慮していないもの）

対応する断層が認められない（海域）▲

巻末資料２ M-Δ図

ii  海士岬沖断層帯と笹波沖断層帯（東部）

xviii 眉丈山第２断層と能登島半の浦断層帯

xx 能登島半の浦断層帯と邑知潟南縁断層帯

xix 眉丈山第２断層と邑知潟南縁断層帯

（邑知潟南縁断層帯※1）

xxi 能登島半の浦断層帯と能都断層帯

xix 眉丈山第２断層と邑知潟南縁断層帯
（眉丈山第２断層※1）

xvi 富来川南岸断層と富来川断層

Ⅴ

Ⅵ

xv 富来川南岸断層と酒見断層（酒見断層※1）
xvii 酒見断層と海士岬沖断層帯（酒見断層※1）

i 海士岬沖断層帯と笹波沖断層帯（全長）
（海士岬沖断層帯※1）

xiv 碁盤島沖断層と海士岬沖断層帯
（海士岬沖断層帯※1）

xvii 酒見断層と海士岬沖断層帯
（海士岬沖断層帯※1）

i 海士岬沖断層帯と笹波沖断層帯（全長）
（笹波沖断層帯（全長）※1）

x  海士岬-笹波（東部）-能登北岸-NT2・NT3断層帯と羽咋沖東撓曲
（海士岬沖断層帯と羽咋沖東撓曲※2）

xi 海士岬-笹波（東部）-能登北岸-NT2・NT3
断層帯と羽咋沖西撓曲
（海士岬沖断層帯と羽咋沖西撓曲※2）

vii 笹波（全長）-能登北岸-NT2・NT3断層帯と羽咋沖西撓曲
(笹波沖断層帯（全長）と羽咋沖西撓曲※2)

Ⓚ 徳山ほか（2001）の断層

Ⓛ 鈴木（1979）の断層

Ⓝ 田中（1979）の断層

xiii 碁盤島沖断層と富来川南岸断層

viii 笹波（全長）-能登北岸-NT2・ＮＴ3断層帯と羽咋沖東撓曲
（笹波沖断層帯（全長）と羽咋沖東撓曲※2）
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（NT2・NT3に対応）
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○当社は「２．敷地周辺の断層の評価」において，敷地を中心とする半径30km以遠の断層については，文献に示される断層（半径100km範囲）のうち，長さと敷地からの
距離を考慮して敷地への影響が大きな断層を抽出し，評価を行っている（第1405回審査会合 資料1-2 P.62）。

○NT2・NT3は敷地を中心とする半径100km付近に分布する断層であり，それよりも遠くの断層については抽出対象外としているが，当社の連動評価長さを超えて追加で
連動の検討対象とすべき断層がないか確認するために，NT2・NT3の北東方に分布する断層について文献調査を行った（下図，次頁）。

地震調査委員会（2025a）を編集，一部加筆

志賀原子力
発電所

0 50km

名称 長さ 備考

NT2・NT3 64km 当社の評価長さ

富山トラフ横断断層 20km
地震調査委員会（2025a）に示
された長さ

NT2・NT3（南部）－富山トラフ横断断層 55km

当社が評価したNT2・NT3の南
西端から地震調査委員会
（2025a）が示す富山トラフ横断
断層の北東端までの長さ
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○文献調査（地震調査委員会（2025a））の結果，NT2・NT3の東方に，富山トラフ横断断層が分布することを確認した（左下図）。地震調査委員会（2025a）は，富山トラフ横
断断層は，富山トラフ西縁断層（NT2・NT3に対応）から枝分かれするように東北東に延びる逆断層であるとし，東部で富山トラフ西縁断層（NT2・NT3に対応）から10㎞
以上離れることと走向も異なることから，独立の活断層と評価している。

○地震調査委員会（2010）が地震規模の推定に用いている松田（1975）では，断層が並行もしくは分岐して分布する場合，その範囲を含む円を描き，その直径をもって断
層長さの代わりとするとされている（右上図）。

○仮に，NT2・NT3の南部から富山トラフ横断断層へ分岐する断層を想定した場合（NT2・NT3（南部）－富山トラフ横断断層）でも，NT2・NT3の長さよりも短いことから（右
下表），富山トラフ横断断層は富山トラフ西縁断層に包含されると判断し，NT2・NT3と富山トラフ横断断層の連動の検討は不要と判断した。

【地震調査委員会（2025a）】

各断層の長さ

複数の断層が連動して発生する地震の規模の推定方法
（地震調査委員会（2010）から抜粋）
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○文献調査（国交省ほか（2014），文科省ほか（2015））※の結果，NT2・NT3の北東方にはF39（国交省ほか，2014）（文科省ほか（2015）ではSD5，SD6に対応）が分布する
ことを確認した（下図）。

○NT2・NT3とF39（SD5-SD6）については，能登半島の東側に南北に延びる富山トラフを挟んだ両側に分布し，離隔距離が大きく，傾斜方向を考慮しても地下深部で離れ
ていく関係にあることから，NT2・NT3とF39（SD5-SD6）の連動の検討は不要と判断した。

※：地震調査委員会（2025a）では，NT2・NT3の東方に評価対象海域境界が設定されており， 2026年3月時点で
NT2・NT3よりも北東方については，地震調査委員会の長期評価は公表されていない。

津波断層モデルの位置
(国交省ほか（2014）に一部加筆)

志賀原子
力発電所

青実線の矩形：断層面の平面投影
太実線：断層面の上端（端点は白丸）

震源・波源断層矩形モデルの位置
(文科省ほか（2015）に一部加筆)

・NT2・NT3に対応

・F42とF39間は離隔距離が大きく，
地下深部で近づく関係にない。

・NT2とSD5間は離隔距離が大きく，
地下深部で近づく関係にない。

第1328回審査会合 資料1-1
P.406 一部修正

巻末資料３ NT2・NT3とその北東方の断層との関係

【国交省ほか（2014），文科省ほか（2015） 】
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